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鳩間方言の住関係語彙
加治工真市
おうニ
アイ可ク［2aiku］（名）「枕」の義力､。物を荷う棒。タキアイク［t9kiaiku］（竹製の枕)，
ニーカタミアイｖ［nixkatami-alku］（荷をかつぐ棒）などがある。木製のアイクは，タ
ルキ，キチなどを利用して作った。直径約６－７センチの若木を利用して，両端を尖らせ
て鉤状にし，紐がこの部分にかかるようにして，荷物を両端に吊し担ぐようにしたもの。
例，アイブクシミジコカ夕司ミ［?aikuJimid5ik9tami］（棒で水を担げ）
アカガーラ［?aka9aXra］（名）赤瓦。沖縄産の赤瓦のこと･鳩間島の人は赤瓦を買うために
イガガラス［2i9a9arasu］（イカの塩漬)，カツヌ゛バタガラ可ス［k9tsunubata9arasu］
（鰹の腸の塩漬け）などを沖縄本島へ輸出した。水産物を売って毎年建築用材を購入した
ものである。例，アカガーラーンﾌﾟヤキヌヨーブムノープシデイパリ－１ス
［?aka9aXraxnjakinujoxmunoXJidiparisu］（赤瓦も焼成の弱いものは風解していく）
アカルにakaru］（名）障子のこと。老人層の人が用いる。七十歳代以下の人は，ほとんど
使用しない。ソージ［sox95i］（障子）を多用する。おそらく共通語の影響であろう。例，
ムカマシプソーソージバ可アカルプテイアゾーッタ可ルセー［mukaJi-pVsoxsoXm
d5iba2akaruti7adzo:ttaruseX］（昔の人は障子を「あかり」とおっしゃったよ。そう
そう思い出したよ）
アカリ あかD
アカル［?akaru］（名）「明り」の義か。明障子のこと。老人層はアカノレ［?akaru］を多用
するが，壮年以下ではあまり使用しない。ほとんど理解語の程度にとどまっている。例，
ムカ可シプソーヨーソージバアカルブテイアゾーッ丁タヨー［mukaJip1soxjoz
soxd5iba？akaruti2adzoXttajox］（昔の人はねえ，障子を，アカルと言われたよ）
アキパタックン［2akipatakkuU］（他動）①「開けはたける」の意。すっかり開け広げる。
家の戸を全部開け放つこと。②着物の裾などをすっかり開け広げてしまう。③見せてはな
らない所まで開放して公開してしまう。アキパタッカヌ［?akip9takkanu］（開け広げな
い)，アキパタッキティ［2akipqtakkiti］（開け広げて)，アキパタッキコプサン
［2akipatakki-p9saD］（開け広げたい）例，プヤドゥアキパタッキコ［jadu2akiP§takki］
（戸を全部開け放しなさい）
アクン［?aku9］（他動）開ける。可ヤドゥアクンマ［jadu2akuU］（戸を開ける)。アカヌ
［2akanu］（開けない)，アキテイ［?akiti］（開けて)，アキッフイーリ［?akiffixri］（開け
てくれ)，アキコプサン［2akip9saD］（開けたい)･例，シトゥムブテーロク可ジナープヤ
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ドウアクン［J:tumutexrokud5inaxjadu2akuD］（朝は六時に戸を開ける)｡プチ可
アキ可（［の1tJi2akiba］（口を開けなさいよ）
アサマニビ［2asanibi］（名）ねぼう（寝坊)。「朝寝」の義。農家は朝が早いので，嫁が寝坊
アサ
をすると舅や姑に嫌われた。鳩間島で歌われている「でんざ節』では「朝Iこびしようる
ミドゥムアサピキミドゥム
女朝；|きしょうろ女うりからどうきはめてむんどうやくいみようるでん
さ」と般われている。例，キナイヌムンド－丁ヤアサプニビラテイムカ丁シパナセーブ
アル［kinainumundoxja2asanibiratimukaJipanaJeX7aru］（家内の問答く喧嘩＞は
朝寝坊から始まると昔の人の教にあるく昔話にある＞）
アダナ丁シジナPadanaJid5ina］（名）アダンの気根の繊維で絢った縄。「アダナシ綱」の義。
アダンの気根（直径５～７センチ，長さ，６０～80センチ）を切ってきて，皮を剥ぎ，約２
ミリ程の厚さに裂いて乾燥し，それを細かく裂いて絢いあげた綱。直径３ミリ程の太さに
綱う縄をユー可ル［juxru］（｢撚り」の義か）という。この縄は民具のアン可スク
［2ansVku］（弁当入れ。魚籠。物入れ）やアウプダ［2auda］（もつこ）を作るのに重宝さ
れた。
また，このユー可ルは正月の「凧揚げ」用の縄としても用いた。正月の二ケ月前から，子
供たちはユールを絢うためにアダナマシを切って乾燥した。出来るだけ細かく裂くことが
細いユール［juxru］（｢小撚り」の義か）を絢う上で必要であった。例，アダナ丁シ可サ
キテイアダナ可シ・ジナトゥピキダマトゥバシユー可ルナーディマーにadanaJi
s9kiti？adanaJi-d5inatuplkidamatubaJi-juXrunaxdix］（アダンを裂いて，アダナシ
綱と凧揚げ縄を絢おうよ）
アダンプパー・ムス［?adampaxmusu］（名）「アダン葉筵」の義。アダンの葉の刺を除いて
陰干しにし，１センチ幅の大きさに裂いて，ムスフミ丁・ヤマ［musuのumi-jama］（筵編
み機）で編んだもの。粗い筵であるから，座敷用には使わず，炊事場の床や，戸外の木陰
などに敷いて子供を遊ばせたり，午睡の際に利用したりした。アダナ可シの繊維で約った
小縄で編むので，ゴツゴツした肌触りであるが，かえってこれが涼をとるのに好都合で
あった。
アナ丁プリヤPanapurijax］（名）「穴掘屋」の義。掘っ建て小屋。普通，３０～40センチ程の
穴を掘って柱を立て，穴の囲りに砂利や小石を詰めて土を混ぜ，突き固める。土に埋まる
部分を火で焼いておくと腐触しにくいと言われている。アナ丁プリヤーは，普通は炊事用
小屋，農具保管用小屋，牛小屋，鶏小屋などを作るのに用いた建築法である。例，トー可
ラーアナコプリヤーダー丁［toXrax？anapurijaxdax］（炊事小屋は穴掘り小屋だよ）
アブ［2a①u］（名）「灰汁」のこと。灰を水に浸してそのうわ澄みを取ったもの。汚れ落し
や染物に用いた｡アク→アブと音韻変化して生成された形。ｋｕ→ｆｕは法則的である。ツ
フオーン［ffo:9］（黒い)，ツフン［ffu9］（食う)，マツフア［maffa］（枕)。例，パイヌコ
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アフプシアラウ可カーユグリモープウテイ丁ルン［painu2aのuJi2araukaXju9uri‐
munoX2utiruD］（灰の灰汁で洗うと汚れものは落ちるよ）
－
アマプダラ［?amadara］（名）「雨垂れ」の義か。軒先のこと。アマダラン可ツサーラ
［2amadaranssaxra］（｢雨垂の下」の義，軒下のこと)。例，アマダランブッサーンヌイ
シェーワー可アマダラミジ丁ヌブウテイクー丁ウビシ可アナピッカ司りベ-１－
［?amadaranssamnu？iJe：wax2amadaramid5inu？utikuX2ubiJi？anapikkari
beX］（軒下の石は，まあ，あなた，雨垂れ水が落ちてくるだけで，穴があけられている
よ）
アマドウPamadu］（名）「雨戸」の義。ヌキヤー［nukijax］（貫き家）の戸のこと。板張り
の外戸。幅３尺，長さ６尺に作ることが普通であった。窓の外側に，シキー［J1kix］（敷
居）とカムイ［kamui］（鴨居）をとりつけて，それにアマドゥ（雨戸）を立てて，引き
戸（ヤドゥパシ可ル）にするもの。例，可ヨイソー可ルコピンマーアマドー可ムール
パンツァシタ可［joisozrupimmax？amadoXmuXrupantsaJlta］（祝い事をされるとき
はアマドは全部はずした）
イー可ル［?ixru］（名）錐。木材などに小さな穴をあけるための道具。直径約２センチ，長さ
約20センチの円錐形の柄に，直径約５ミリ，長さ約10センチの鉄線を打ちこみ，先端部を
三角錐状に研いで尖らせたもの。両手で操みながら押して穴をあける。可イダフニ（板舟，
サバニ）は，これで穴をあけ，竹釘を打ちこんで接いでいく。例，イールシコアナ
ピッ可キバ［?ixruJi2anapikkiba］（錐で穴をあけなさいよ）
イーロー丁マ［?ixroxma］（名）小さな錐の意。イープル［?ixru］（錐）に，指小辞「-マ」が下
接したもの。「マ」は沖縄本島方言の~グワー［9wax]，宮古方言の「~ガマ」［gama］と同
じ。鳩間方言の指小辞は，「ガマ」と共通する形態的特徴をもっている。例，イーロー可マ
イ－１ネーラカリ可グー［2iXroxma2iXnexrakarikuX］（小さな錐を西隣の家から借りて
きなさい）
イシジ［2iJid5i］（名）礎石。珊瑚石の一つ，菊目石（海花石）の死殻を取って来て，頭頂
を削って，柱の土台となる礎石としたもの。イシジを置く際，その下の部分に砂利（ザラ
［dzara］という）や砕石を穴につめて突き固める。そのための道具を－１ヤッセー［jassex］
（直径30センチ，長さ約1メートル程の九大に，数本の把手をつけ，それを持って，数人
一組で地面を打ちつけて地固めをするもの）という。歌をうたいながら村人が集まって地
固めをした。
イスにisu］（名）椅子。共通語よりの借用語。老人層は，ビリダイ［biridai］（座り台）と
いう。背もたれの付いたもの。例，イス可ナーヌーリ丁パナンブギシーベーン可ケン
マー丁ブリウテイナーゴヌにisuna：nuXripana9giJiXbeZ0kemmaxburiutinamu］
（椅子に乗って，いたずらしている中に，折れてしまった）
－５３－
Hosei University Repository
イチバン可ザPitJibandza］（名）「一番座」の義。家の中で最上の部屋。東側に面し，採光
もよく，大切な客を接待するのに用いる。通常，ザ－１トゥク［dzaxtlllku］（床の間）をし
つらえて，掛軸などを飾り，香炉を置き，コンリン［kond5iU］（金神）を信仰している。
金神に向って行くことを，コン可ジンカミ［kond5i9kami］（金神に向って）といい，
タブーとされている。例，イチバン可ザーカンダカー、［2itJibandzaKkandakaxU］（－
番座は，神高いく神霊が高い＞）
イツァプークビPitsa-kubi］（名）板壁。板で茸いた壁のこと。普通は，サンブ可・イツァ
［sambu2itsa］（三分板，杉板の最も薄いもの）を用いて壁を茸<のにした。杉板が導入
きれる以前は，西表の山中より，フクイキー［のVkui-kix］（ウラジロエノキ）を切り出し
て，それを可バキテイ［bakiti］（木挽きして）壁板を作ったという。茅壁は小屋を作る際
に作った。例，イツァ可クベーカジヌ可フカ可バンソーヤナーコヌ［?itsakube：
kad5inu①VkabansoXjanamu］（板壁は風が吹いても心配はない）
イシス可ピン［2issubiU］（名）－升瓶。酒やソーユ［soxju］（醤油）などを入れるガラス製
の容器。イシス－１クビン［?issu-kubiO］ともいう。パイリー［paitaX］（｢南方端」の義か。
西表島上原から赤離までの北岸一帯。水田地帯）ヘ行く時や，イガメー［2i9ameX］（｢イ
カ海」の義，イカ釣り漁で出漁すること）などへ出る際には，イッスクビンに水を詰めて，
二本ほど持参した。西表では，ナマプミジ［namamid5i］（生水）を飲むと，プーキ
［puxki］（｢風気」の義。風土病，マラリヤのこと）｜こか、るといわれていたので，水は
島から持参した生水を夏場には飲んだ。イガメーに出漁する際にも，一晩の飲み水として
一升瓶１本分。予備として１本を持参した。例，パイ可タートーサ丁トゥリンピーム
ドゥルシー丁パルピンマーイッスプビンナーミジフミプムティパリ丁シダ［paitaX
toxsaturimpixmuduruJixparupimmax2issu-binnaxmid5i①umimuti
pariJlta］（南方端く西表＞へ田草取りに日帰りで行くときは，－升瓶に水を汲んでもって
いった。
イツァ可フン［2itsaのu9］（名）「板釘」の義。板（三分板）は戸や壁に用いるが，それに打
つための釘は短かい一寸釘か，七分釘を用いた。その短い，壁板，戸板用の釘を特にイ
ツァ可フンという。例，イツゥフン丁マーイシゥカーマヌフンバ丁シゥカイオールコヌ
ウリバ可イツァコフンテイアズ可にitsaのummax2isjkaxmanu①umbaslkaioxrunu
？uriba？itsa①unti2adzu］（板釘は短い釘を使われるが，それを板釘という）
イラ司力［2iraka］（名）莞。家の上棟。棟瓦。ヤープヌ・テイジ［jamu-tid5i］（家の頂）と
もいう。瓦茸きの場合は，頂上に土をのせて，その上に雄瓦を乗せてムチ［mutJi］（漆
喰）を塗り，形を整えて仕上げる。東の面と西の面も漆喰で化粧塗りをして仕上げる。
例，カーうう・ヤーヌイラ可カナパトゥザヌトゥマリベー［kaxrajaxnu？irakana
p9tudzanutumaribe:］（瓦家の蔓に鳩が止っている）
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プインPi9］（名）縁，縁側。トゥーシ［tuXJi］のこと。－１マンタヌ・イン［mantanu
2iU］（前の縁。家の南面の縁ハアンタヌコ・イン［2antanu？iO］（東側の縁）のようにい
う。例，可マンタヌ・インラアンタヌ可・インバー丁キゾープキンシシスリ７
［mantanu2inra2antanu2inba:kidzoxkinJissuri］（前の縁から東の縁まで，雑
巾でふきなさい）
可イン［?i9］（名）縁側，「縁」の義。トゥーシ［tuxJi］ともいう。アンタヌプ・イン
［?antanu-iU］（東側の縁)，ママンタヌ・イン［mantanu-iD］（前方の縁，南側の縁)，イン
タヌブ．イン［2intanui9］（西側の縁）などがある。－番座’二番座,三番座の囲りを縁
側にして，板張りにした床面。普通は，幅３尺，長さ九尺程度に作るのが多い。例，ﾏマ
ンタヌ・インナバー可キマイダーラプシミプシケー［mantanuinnaba:kimaidaXra
JimiJlkex］（前の縁側にまで米俵を積んでおいてある）
イン夕司・ヤドウ［2inta-jadu］（名）西側の戸，「西屋戸」の義か。普通は勝手口の戸をさす。
マーシャドゥ［maXJi-jadu］（｢回わし屋戸」の義。ドア形式の戸のこと。回わして開閉す
るのでいう）になっていたり，ピキヤドゥ［pjkijadu］（引き戸）形式になっていたりす
る。例，インタ可・ヤドゥアキテイ可キポーシ可ンザコン［?inta-jadu？akitikiboxJi
２ndzaJi］（西の戸く勝手口の戸＞を開けて煙を出しなきい）
ウーガー可ラ［?ux9axra］（名）雄瓦。ミーガー可ラ［mix9aXra］（雌瓦）の接続部に粘土を盛り，
その上に被せて連結するのに用いる瓦。内径約11センチ，長さ約25センチの半円柱状の瓦。
片方の先端部に接ぎ手を作ってある。例，ウーガーラ丁ヌシギフチ丁ナームチヌーリ
可（［2u:gaxranuJi9i①VtjinaxmutJinuxriba］（雄瓦の接ぎ目に漆喰を塗りなさいよ）
ウールパイ［2uxrupai］（名）「珊瑚灰」の義か。石灰のこと。鳩間島では枝珊瑚の枯れたも
のを集めて，浜辺で焼き，それを土の中に埋めて作っていた。そのウールパイに稲藁を５
～６センチ程に切ったものを混ぜ，水を加えて搗き，混合して漆喰に仕上げていた。漆喰
を握れることをムチアーブシ［mutJi?axJi］という。例，ウール可ヤキテイウールパイ
ブスク可ラディ１－［?uXrujakiti2uxrupaisVkuradiX］（珊瑚を焼いて石灰を作ろ
うよ）
ウキル［2ukiru］（名）襖，消炭。鳩間島では，西表島北岸の田地の囲りから，マーキ
［maxki］（｢真木」の義か。樹木を燃料としたもの。薪）のタムー'ヌ［tamunu］（薪）が豊
富にとれた。そのマーキを燃やして出来る襖のことをいう。ユシプキキー［juJlkiki:］（す
すき）の燃え残りは襖にならない。例，カマチェーラコウキノレプサイ可ピバコチナ
ウテイブクー［kamatJeXra2ukirupVsaipibatJinaX2utiku:］（竈から襖を拾い，火鉢に
入れて移してもってきなさい）
ウシヌ1.ヤー［2uJinu-jax］（名）「牛の家」の義。牛舎のこと。屋敷内に牛小屋を作った家
はごく小数で，普通は原野の木陰に牛をつなぐか，村はずれの空き屋敷に牛小屋を建てて，
5５－
Hosei University Repository
雨や台風の時にその中に入れて，カキン可グ［k9IkiD9u］（保護）した。
例，ウシ可ナー可アガダンヌブリブンダヤー丁ヌカク丁ナーウシヌ可．ヤースク
ラン可セン［2uJinax2a9adannuburibundajaXnukakuna：２uJinu-jazsIJkaranseO］
（牛には，だにがいるから，屋敷の中に牛小屋を作らなかった）
ウジル［2ud5iru］（名）燃料の一つ。マーキに対して，下等な燃料である。島の畑の周辺にあ
る雑木の小枝を畑仕事の合間に刈り取って枯らせ，家に持ち帰って燃料とした。柴。小柴を燃
料としたもの。バン可スル［bansuru］（バンザクロ，グワバ）の木の小枝や，ゴーナ可キー
［goXnakiX］（桑の木の小枝）などが多くウジ可ルとして利用されていた。例，ウジ可ルス
リキーモーシ1（［2ud5irusurikimoXJiba］（小柴を刈りてきて燃やしなさいよ）
可ウズ［2udzu］（名）布団，綿を布地でくるんで寝る時にかけて使うもの。夜具。昔は一枚
の布団に四方から足を入れて寝るのが普通であった。布団の中身は，網状に張った木綿糸
に綿花を掛けて仕立ててあった。
例，ピー可ヤカー可ウズウラマシ可カビニビゴバ［piXjaka：２udzu2uraJikabi
nibiba］（寒かったら布団をおろして被って寝なさい）
ウズ可ヌ・バタ［?udzunu-bata］（名）「布団の腹わた。中身」の義。布団の中身に入れる綿
のこと。まわたや屑綿を布団の中身に入れて，重い布団を作っていた。例，ドゥクブヌ可
ウズピキシキコナーウズプヌバターキシナー可ヌ［dukunu2udzuplkiJikinaX？ud
zunubatak↓Jinaxnu］（あんまり布団を引っぱるので，布団の中身の綿が切れてしまった
よ）
ウズ可ヌ・カー[?udzunu-kaX］（名）「布団の皮」の義。布団の表。布団の中身の綿を包んだ
布地。タカバリ［t9kabata］（高機）やジバ可タ［d5ibata］（地機）で織りあげ，藍染めに
したものが多かった。例，可ウズーンピッブキカーキシーナーンコバウズ可ヌ．カー
丁パギテイクープシ［?udzu:mpikki-kaxkiJiZnaxmba？udzunu-kaXpa9itikuxJi］（布
団もあっちこつち穴があいてしまったので，表を剥がして補修しなさいくつぎあてをしな
さい＞)。
ウダ丁ティPudati］（名）「税」の義か。梁の上に立てて，棟木を支える短い柱。四寸角の
うだち
角材で，30-40センチ程度の長さの柱につくる。「梁上柱謂二之悦一宇大知」（『ﾎﾟﾛ名抄』)。
「アーパーレー」歌に，「ヤーなんつあがにぱうだていし－や－ばすくりあんてい
す」（ああ，銀の建材を税にして，家を造ってあるという）とある。例，ムニギタバ７
シウカイブー可シウカバラーバ丁ルウダ可テイテイアズ可グー［muni9itabasikaibu：
?udatiti2adzudaX］（棟桁を支えている束柱のことを，税というのだよ)。
￣
アズコカー可メーシゥカバラーヨヌピー可チゲ可ラナー［2udatiti
sikabaraxbaru
ウダ丁ティティ
２adzukazmex
ねえ）
sfkabaramupi:tJi9eranax］（税といえば，いわば，束柱の－種ざ
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おおばニウブ可バク［?ubu-p9ku］（名）大きな箱。大型の箱。「大箱」の義。パコー可マ［p9koZma］
（小箱）の対。例，パコーブギューチン可アリ可ブタヌウブー'パコーモミパクうう
ターチルアッ可タ［p9koX9juxtJin？aributanu2ubupako：momipakunJta:tJiru
?atta］（箱はいくつもあったが，大きな箱は，籾箱二つがあったく籾箱が二つしかなかっ
た＞)。
ウブピバブチ［2ubupibatJi］（名）大火針。縦約50センチ，横約70センチの箱に，中央部分に
約30センチ四方の灰入れの小箱を作って据え，両側に引き出しをつけて小物が収納できる
ようにした火針。老人のいる，限られた家にしか利用されなかったようである。例ウブピ
バチ丁ヌ可ピーダキ可ヌクミ可ナライテイ丁スブットゥコナリくう一
にubupibatJinupixdakinukuminaraitisubuttunaribeX］（大火針の火を抱いて
暖をとり慣れて，働かない怠け者になってしまっている）
ウブ可ミチ［?ubumitJi］（名）大きな道。大通り。村中の道。例，ヤラ可ビシェーンコケン
マムラナカヌ可ウブ可ミチナールアサブタ可ティウムーンプドゥマナプマギーコ
ミルカークビッチンブヌミチェー可マツオー［jarabiJexOkemmamuranakanu
？ubumitJinaxru2asabutati？umuxndumanama9ixmirukaxkubittJinnumitJezma
tsoX］（子供の頃は村中の大通りで遊んだと思っているが，今島に行ってみると，これ
ぽっちの小路なんですよ）
ウブ可ヤー［2ubuja:］（名）母屋，「大きな家」の義。屋敷の中で中心となる，主要な建物。
トー可ラ［toxra］（炊事小屋）の対。明治末期頃から瓦葺きの家が建てられるようになった。
家のシンマイ［Jimmai］（間取り）は，南側にイチバンプザ［?itJibandza］（－番座)，
バン丁ザ［nixbandza］（二番座)，サンパン可ザ［sambandza］（三番座）があり，北側には，
ユコー［jukox］（裏座）がある。ウラコザ［?uradza］（裏座）ともいう。イチバンウラ可ザ
［2itJibanuradza］（－番裏座)，ニーバンウラプザ［nixbanuradza］（三番裏座）などがある。
ウラ丁ザは青年に達した息子や娘たちの寝室に当てられるのが普通であった。子供が幼小
の頃は，裏座は物置きに利用するか，米倉に利用した。西側は，ナカ-1ザ［nakadza］（土
間）にして，壁側に粘土でカマチ［kamatJi］（篭）を作った。東側と南側には，可イン
ー
［?iU］（縁側)，トゥーシ［tuxJi］（縁）があった。
エントウツPentutsu］（名）煙突。共通語からの借用語。鰹節工場が鳩間島に建てられる
ようになって，煙突が作られるようになった。戦前，鉄筋コンクリートの納屋が建てられ，
コンクリート造りの煙突も建てられたが，戦災で破壊きれた。例，アンタヌ丁カツシン
ヌシーゾー可ヤーナーエントツン可アリ可ブタ［2antanuk9tsuJinnuJi:dzo:jama：
？entotsun？aributa］（東の鰹船の製造屋には煙突もあっていたくあった＞）
オー可ヌ・ヤ［20mu-jax］（名）①「豚の家」の義。豚舎。プオンケー［209ke:］（豚舎）とも
いい，オーコヌマキ［2omumaki］（｢豚の牧」の義か。豚舎）ともいう。②豚小屋のよ
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うに汚れて，掃除をしていない家に対する蔑称としても用いられる。「汚い家」の意。
石積みの豚舎は，屋敷の北西の角を利用して作るのが普通であった。石垣を，円字形に積
マキ
み，二室（=牧）に二頭飼育したり，多頭飼育したりした。豚舎の中は石畳を敷き，１号水
を流せるようにした。茅を投入して敷き，豚に踏せて堆把として利用した。昔は人糞を与
えていたが衛生上の問題から禁止された。豚舎には，ヤダン可プレ［jadambure］（ソデガ
イの仲間）を吊して，ヌキコムヌ［nukimunu］（魔除け）とした。豚舎の神は魔除けの力
が大きいと信じられていた。夜，外で魔物におそわれたりした時は豚舎に行って豚を起こ
すことにより，愚き物が落ちると信じられていた。
オシ可イレ［?oJiire］（名）押入れ。布団などを収納，保管しておく所。標準語からの借用語
であろう。二番座のトゥクニ［tVkuni］（仏壇）の西側に幅半間，高さ１間を上，下二段
に仕切って作った上半分の部分。下半分はトゥダプナ［tudana］（戸棚）といい，酒器類を
収納しておくのに用いた。例，オシ可イレナーー'ウズタクプミイリリ可ヨー［2oJiire
nax？udzutakumi2iririjox］（押入れに布団を畳んでいれなさいね）
オン可ギ［2009i］（名）「扇」の義・総称。あおいで涼をとる道具。クバオンギ［kuba-o99i］
(〈ぱ扇)，センゴスル［sensuru］（せんす)，ブドゥル・オンギ［buduruoU9i］（踊り用
扇)，ミルクヌ゛オンプギ［mirukunu-oD9i］（弥勒神の持つ扇）などがある。団扇に対して
もオンギという。例，可ドゥク７アツァテイオンコギシアウ７１ﾉテイルヤットゥ丁シ
ニバシタ［duku？atsati？oD9iJi2auritirujattuJinibaJita］（あんまり暑いので，扇
であおって，やっとのことで寝かせた）
オンギ可ドウル［2oU9iduru］（名）「扇とり」の義か。親が子供を寝かせるために，クバ扇を
あおいで風を起こしてやること。夏の暑い時期は，子供のために，母親も横になりながら
パタパタ扇をあおいで，とうとう自分も寝てしまって，時たま無意識のうちに手を動かし
て扇を煽いで寝かせていた。そういう動作をオンギョドゥルスン［20D9idurusu9］（扇
どりをする）といった。オンギ可ドゥルシー可ニバシタ［2oD9iduruJixnibaJita］
（扇どりをして寝かせた）
オンギ可ヌカジ［2o99inukad5i］（連語）「扇の風」の義。昔から扇を煽って起こす風
は薬だといわれていた。子供に対しても適度に涼風を送ることができるし，病人に対して
も，病状に応じて扇を煽って，涼しい風を送り看病することができたからである。例，オ
ンギ丁ヌカゼーフチプルヤリバ可アツァﾌﾟピンマーオン可ギッフイーリプ（
［2oO9inukadzexnJtJirujariba2atsapimmax2oD9iffixriba］（扇の風は薬だか
ら暑いときは煽いでやりなさいよ）
オンケー［2oUkex］（名）「豚の家」の義か。豚舎。便所のこと。丁フル［①uru］ともいう。
屋敷内では，フルの神は最も霊力が高いと信じられている。外出していて，何か「愚き
物」にとりつかれた場合，帰宅して豚舎の豚を起こすと，「愚き物」は落ちるといわれて
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いる。口碑によると，フルプヌカン［のurunuka9］（フル神）は，日頃は頭を地面につけ
て，尻を立てて寝ているという。豚舎の軒には，ヤダンブレ［jadambure］（さそりがい）
を吊して魔除けとした。昔は便所と豚舎が－つになっていて人糞を与えていたが，戦後，
衛生上の問題から禁止され，豚舎から切り離された。例，ユー7ルミチプナーテイ丁ム
ヌンウソーリ可カーヤー可キー可オンケーコパルカーウテイ可ルンプツォー［juxXru
mitJinaxtimunun？usoXrikaxjaZkix2o9kex可parukax2utnruntso:］（夜，道でモノ
＜悪霊＞におそわれるとくとりつかれると＞，家に来て便所に入ると落ちるそうだ)。
オー可ヌ・マキ［2omumaki］（名）「豚の牧」の義か。豚舎のこと。オーヌ・ヤー［?oXnu
jax］（豚の家）ともいう。屋敷の北西部に石垣を円字形に積み，テーブルサンゴでカタピ
サ可・ヤー［k§taplsajax］（片平屋根）をかけたり，木で屋根を作り，茅で葺いたりして豚
を飼育するために作った所。普通の農家では，－戸に３～４頭の豚を飼育していた。豚舎
の床は石畳みを敷き，トーニ［tomi］（｢田舟」の義か。60-70センチの長さの木材を割り
ぬいて舟形に作った「飼い葉桶｣）を置いて飼料を与え，飼育した。畑の帰りにイモカズ
ラや茅を刈りてきて投入した。豚はイモガラスもよく食べるし，煮イモや生イモもよく食
べる。夏はカツオの頭を煮てそのだし汁とイモを混ぜて与えた。冬場はタク丁ヌフル
［takunuのuru］（蛸の墨袋）などをだし汁にして飼料を作って与えた。例，ムカ可セー
マーン可ナーンオーブヌマケーアリプブタ［mukasexmamnam？omumakex？aributa］
（昔はどこにもくどの家にも＞豚舎はあった）
カー［kax］（名）井戸。「カワ」の転か。「川」は，「カーラ」といい，「井戸」と区別きれて
いる。村井戸として，シンタ・カー［Jinta-kax］（｢後の井戸」の義，西村の井戸)，ウイ
ヌ・カー［2uinu-ka:］（｢上の井戸」の義，中岡の北側にある井戸)，アンヌ・カー
［?annu-ka:］（｢東の井戸」の義，東村の井戸)，パチンガ・カー［pgtJiD9a-kax］（｢初井
戸｣）の義か。ウイヌ・カーの側にある)。サクラ可・カー［s§kura-kax］（｢塩辛井戸」の
義か。タチバル［tatJibaru］の海岸近くの可ウブシケーにubuJlke:］＜大城家＞の畑の側
にある井戸。現在は埋まりかけている）などの井戸がある。主として，インヌ・カー，ア
ンヌ・カー，ウイヌ・カーの水を生活用水として用いた。アンヌ・カーは，ウリ可カー
［?urikax］（自然の鍾乳洞が地表から約30メートル地下に，斜坑状に形成され，最庭部に
湧水が溜まるのを利用した井戸）になっており，水量も多かった。ウイヌカーの水は最も
甘くおいしいといわれていた。村井戸から水を汲み，タンブグ［taDgu］（水担桶）に入れ
て家へ運ぶ仕事は主として娘たちが担当した。夏の旱天が続くと，順番で水を汲み，水の
湧くのを待って夜を徹することもあった。例，可シンタ・カープラミジ７カｍミクー
［Jinta-ka:remid5ikatamiku:］（後の井戸く西村の井戸＞から水を汲んで担いできなさ
い）
カーマラ［kaKra］（名）瓦。粘土を一定の形に成型し，焼成した屋根葺き用材。ウーガーコラ
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[?ux9axra］（雄瓦)，ミーガーうう［mix9aXra］（雌瓦）の二種がある。屋根のユチル
［jutJiru］（えつり）に粘土をこれて乗せ，雌瓦を二枚ずつ重ねて並べていき，その継ぎ
目に粘土を乗せて，さらにその上に雄瓦を被せ，連結して葺きあげていく。最終的には，
継ぎ目に漆喰を塗って固定させ，屋根葺きを完成させる。例，可ミツァクナシティ丁ユ
チルマナヌーシティウン可ナミーガー可ラニンマイ可ナーカサビ丁ナラビティ
ウヌ丁シギフチ丁ナ丁ミツァムリテイウーガーううカバ可セーテイカー丁ラヤーヤ
フコーツ可夕［mitsakunaJltijutJirunanuXJiti2unnamix9aXranimmainaxkasabi
narabiti？unuJi9i①VtJinamitsamuriti2uX9axrakabasextikaXrajaxjaの1koxtta］
（粘土をこれてエツリに乗せて，それに雌瓦を二枚ずつ重ね並べてその継ぎ目に粘士を
盛って被せ，瓦屋根を葺いたものだ）
カーラ可シキ［kaxraJ9ki］（名）瓦しき。瓦で屋根を葺く際に，軒の先端部分に幅約５寸の鋭
三角形状の板を打ちつけたもの。瓦がずり落ちないように，瓦どめの機能をもたせた板。
通常は角材を対角線に製材したものを使った。フクンキー［のVkuU-ki:］（福木）などを
多く利用していた。例，タルキ可ヌウイ可ナカーラ丁シキブウキティフン可ウティ
［tarukinu2uinakdxranki7uklti①un2uti］（垂木の上に瓦しきを置いて釘を打ち
つけなさい）
－け
カイ［kai］笥。「笥芥，盛し食器也」（｢ﾈﾛ名抄｣）とある。鳩間島では木製の衣装箱をいった。
「長持」のこと。衣類や調度品などを入れるに用いる。箪笥が家庭に出まわる以前は，こ
のカイ［kai］が嫁入り道具の一つとして重宝された。例，可アポータンシ可トゥカイ
ヤー可マナーマー丁キンヤー可ナー可アン［2aboXtanJitukaijaxmanamaxkmjamａ
２ａｍ(お母さんの箪笥と衣装入れの笥くｶｲ>は,今まである)
カイ［kai］（名）「笥」の義。衣類を入れる箱。衣類を入れておく長方形の蓋のある箱。長
持ち。大正頃までの嫁入り道具の一つとされていた。例，ワシ可テヌブアポー可ニービ
キヌマバスムティオーッ丁タカイヤープマナー可キアンー’［wattenu？aboX
niXbikinubasumuti2oxttakaijaxmanaxki？aU］（あなたの家のお母さんが嫁入りの
ときにもってこられた笥は今までく今も＞ありますか)。
カイダン［kaida9］（名）階段。借用であろう。長い段。ナカン可ブレーミチ
［nakambure:mitJi］（中岡へ通ずる道）や，ウイヌプ．ウガン［?uinu･u9a9］（友利御願）
にはコーセー丁マ・イシ［ko:sexma-iJi］（砂岩）を削って作った階段の道がある。例，ウイ
ヌ・ウガン可ヌベーリ可・フチェーカイダン丁ナリブー丁グー［?uimL
u9annupeXri-qPVtJexkaidannaribuXdax］（友利御願の入り口は階段になっているよ）
カキ
カキ［k`９ki］（名）「垣」のこと。垣根。竹やススキで作った垣根のこと。鳩間島でＩま石を
積んで作った屋敷の「石垣」を特にグス丁ク［gus9ku］というが，海の「魚垣」として積
む石垣は，「カキ」［k9ki］という･田の猪垣は，ター可ヌカキ［taxnuk9ki］（田の垣）
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といい，ター丁ヌカキ可フムン［taxnuk9kiのumuU］（猪垣を編む）という。カキ
ウク可スン［k9ki2ukusuO］（魚垣を積む）のようにいう。西表島の北岸，伊武田の海岸
に積まれた魚垣は，深い所で，約80センチ程度に積まれていた。干潮時には，魚垣の一部
分の石積を崩してサバニ（可イダフニ［?ida①uni］「板舟」の義か）を出し入れしなけ
ればならなかった。舟の出し入れが済むと，石垣をもとにもどしておいた。猪垣を積むこ
とを，シーウク丁スン［Jix？ukusuD］ともいう｡猪垣を積んで囲った所を，シーヌウ
チ［Jimu-utJi］といい，伊武田地域をそう呼んでいる。
可カキソージ［k9kisoxd5i］（名）掃除。「掻き掃除」の義か。庭の塵を掻き取ったり，掃いた
りしてきれいにすること。例，ヤー可ヌ可カキソージンサリテイ可イッケナ可アザ可
ケーンダー可［jaxnuk:kisoxd5ixnsariti？ikkena2adzakexndaX］（家の中の掃除も
なされており，大変清潔だよ)。ソージ［so:d5i］（掃除）の強調表現。
カキ丁ナー［k9kinaZ］（名）「掛け縄」の義か。茅葺きの家の蔓を作る際，シダル［Jidaru］
（竹簾）を被せて，その上からフー可カラジナ［①uxkara-d5ina］（椋欄の繊維で絢った縄）
を掛けわたして，ヨー可［joXtJi］（棟に両側から差しこんだティブク＜手矛＞で，蔓を固
定するもの）に掛け，引き締めて蔓を固定するに用いる縄。風雨に晒されても腐敗しにく
い，椋欄の繊維で縄うのが一般である。
カクガニ［k9ku9ani］（名）「角鉄」の義か。角鉄材のこと。鋼材の意。比職表現の一つで，
鋼材のように強い建築用材木の意。古謡「アーパーレー」の中に謡われている。「かくが
にぱぱら－ぱしや－ぱすくりあんです（以下略)」（鋼材のように強い材木で家を作っ
てあるという）の意。五寸角，六寸角の角材で家を建築することができるということは最
高の喜びであり，そのような角材を「カクガニ」と表現した。
可カサ［k9sa］（名）「傘」の義か。可ランプヌカサ［rampunuk§sa］（ランプの傘）ともいう。
ランプにつける傘状の反射板。ガラス状の厚さ約３ミリ程度の円形をしており，中心部は
火屋が通過できるよう，直径約６センチほどの穴がある。ランプの￣'ヤマ［jama］（針金
でできた枠）にはめる。例，可ランプヌ可カサウタ可シバリナーコヌ［rampunuk§sａ
２utaJibarinaXnu］（ランプの傘を落して割ってしまった）
カザリ・クビン［kadzari-kubiO］（名）「飾瓶」の義か。白磁製の大型燗瓶。錫製のものもあ
る。カンニンー1ガイ［kanniU9ai］（名）「神願い｣，神行事の際に用いる。紅白の紙を重ね
て折り，山型の三角錐状に折って，瓶の栓とした。正月や祝儀の際にも酒を入れて床の間
の神前に供えた。重箱にパナングミ［panaU9umi］（初米）を盛ったものの左右にカザリ
クビンを置いて神前に供えた。紅白の紙でヨザウ［dzau］（栓）をさして飾った。
カジバナ［kad5ibana］（名）風のよくあたる所。台風などが直に当たる所。強風が吹きつけ
る所・普通は海岸ぱたの，防風林（フクン［①VkuD］（福木）やガジ可マル［gad3imaru］
（カジマル・椿樹）がなくて，海風や台風などが直接吹きつけるような所をいう。例，可
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クマーカジバナヤルンダカジポーンプパジ・グー丁［kuma：kad5ibanajarunda
kad5iboxmpad5idax］（ここは風のよく当たる所だから，風が強いはずだよ）
カシンガイ［k§Ji99ai］（名）「鑓」の義。かすがい（鑓)。「録ｉｎ罰疵」（『新撰字鏡』）「拳
鑓’ili芥鑑ｉｉ｣LlJ（『和名抄』)。木材や板などの接合部分をつなぎとめる円型の釘。イダ
フニ（板舟）をパウ［pau］（接ぐ）時に，板の接合部分に軽く打って，ずれないように
固定し，タキフン（竹釘）やフンドゥを入れるために用いる工具。梁と桁の間に打つこと
もある。例，フー可タイナーカシン可ガイウテイ［のuxtainaxkaJi99ai2uti］（梁に鑓
を打ちこめ）
カタジキー1ルン［k§tad5ikiruU］（動）かたづける。カタジキラヌ［katad5ikiranu］（片づけ
ない)，カタジ可キティ［k9tad5ikiti］（片づけて)，カタジキププサン［k9tad5ikipusaO］
（片づけたい)，カタジキ可ルカー［k9tad5ikiruka:］（片づけたら)。例，クヌシグトゥ
カタジコキテイマーズン可パラ［kunuJi9utuk9tad5ikitimaXdzu、para］（この仕
事を片付けて一緒に行こう）
カチリカザ［k9tJirikadza］（名）豚の飼料などが腐敗しかけたときに放つ臭気。鰹節工場な
どの鰹の煮汁が腐敗しかけたときの臭気に対してもいう。例，シーゾーヤ可ヌイズ
ネーシジルヌプッサリティカチリカザシープンカーラヌ［JiXdzoKjanu2idzu
nexJid5irunussaritik9tJirikadzａＪｉｘ？Okaxranu］（製造屋く製造工場＞の魚を煮る煮
汁が腐敗して，カチリカザがしてとても側に寄れない）
カツァ［katsa］（名）蚊屋，蚊張。夏季になると蚊が発生するので，それを防ぐために寝床
に吊す網状のとばり。麻糸で編んだ細目の網状のとばり。六畳用，四畳半用，八畳用の蚊
屋があった。蚊屋の四隅，また六箇所に，カツァヌブ・ミン［k§tsanumi9］（｢蚊屋の耳」
の義。蚊屋吊り）をとりつけて，それを部屋の四隅につけた吊り具にかけて吊した。ガザ
ン可ヌブンダ可カツァピキ［gadzannubundak§tsaplki］（蚊がいるので蚊屋を
引け＜吊りなさい＞）
カツァヌ可・ミン［k9tsanumiO］（名）「(蚊屋）蚊張の耳」の義。蚊屋の四隅または六箇所
につけてある吊り具。蚊屋吊りのこと。吊り手の先に金属製の輪っか（直径約５センチほ
どのもの）をとりつけてあった。これを部屋の四隅または六箇所から吊した，吊り糸に結
んで蚊張を吊ったものである。例，ニビスクチナー丁テイカツァヌ可ミンピキ・キシ
ナーブヌ［nibis1kuttJinaxtik9tsanumimplkikiJinamu］（寝相が悪くて蚊屋の耳を引
き切ってしまった)。
カトンブクン［k9toOkuU］（動）①傾く。②横になる。カトンカブヌ［katoDkanu］（傾かない。
横にならない)，カトン可キテイ［k9toOkiti］（傾いて，横になって)，カトンキンコギサン
［k9to9ki99isa9］（傾きそう，横になりそう)，カトンリカー［k9toOkukax］（傾いたら，
横になったら)。例，ンメーー1マナーカトン可キテイカーリプバ［2mmeZmanak9toOkiti
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kaxriba］（少しずつ横になってから，交替しなさいよ）
カナ［kana］（名）鉋。木材の面を削って平滑にするための工具。幅約９センチ，長き約２５
センチ，厚さ約４センチの可カシンキー［kaJiOki:］（オキナワウラジロガシ）の台木に刃
を斜めに勾配をつけて仕こんだもの。例，クヌキー丁ヤアラキジシ－７シケーバ
カナ可シキ可ヨー［kunukiXja？arakid5iJixl9keZbakanankijox］（この木は荒
削りく粗削り＞してあるので，鉋をつきなさいく鉋をかけなさい＞ね)。
カナッ可クル［kanakkuru］（名）「鉋殻」の義か。鉋をかけるときに，削り殻が紙をくるく
ると巻きとるように出てくるもの。よくきれる鉋で，腕のたつ職人が鉋をかけると，２
メートルも，３メートルも切れずに連続して出てくるものだった。これを乾燥させると，
焚きつけ用に利用され，重宝された。例，カナッブクルアツァ可ミ可キーピータシ
キ司り［kanakkuru？atsamiki：ｐｉ：taJ9kiri］（鉋ぐずを集めてきて火を焚きつけなさ
い）
カナックル［kanakkuru］（名）鉋屑のこと。「鉋殻」の義か。木材や板に鉋をかけるとき，
紙のように薄い削り屑が出てくる。島の人々は，これを集めて焚き付けに用いた。例，
ヤースクリヤー丁ヌ可トンラカナッリルイープリキーピータシキ可ムーシ－丁（
［ja:s9kurijaXnutonrakanakkuru2ixrikixpiXtaJlkimuXJlxba］（家造り家く建築現
場，家を造っている家＞の所から鉋屑を拾ってきて焚き付けにしなさいよ）
カナダライ［kanadarai］（名）「金盟」の義。金属製の盛。戦後，ジュラルミンや亜鉛など
で作られたものが出まわった。木製の盤は重く，乾燥すると水もれしたが，金属製のはそ
れがなく普及するのが早かった。例，カナダライヤ可テイダナブス可タンティンサリ
ルソーヤナーン可セン［kanadaraijatidanapVsutantinsarirusoXjanamse9］
（金盟は太陽に干しても乾燥する心配もなかった)。
カネクギ
カニフン［kaniのuU］（名）「金釘」の義・鉄製の釘・イッスン可クギ［?issu9ku9i］（一寸釘)，
サンズンリキ［sandzuDku9i］（三寸釘)，ゴッスンクギ［gossu9ku9i］（五寸釘）などが
ある。壁板には，イッスンリギ（一寸釘）か，シチブマ・クギ［J1tJibuku9i］（七分釘）
〈ざ
などを使った。「釘久岐，鉄杙也」（『ｆn名抄』）とある。例，カニフン可シイツァマクビ
プウティ［kani①unJi？itsakubi？uti］（鉄釘で板壁をうちなきい）
カビ７．ウズ［kabiudzu］（名）「被り布団」の義。掛け布団のこと。kaburi→kabiuudzuのよ
うに音韻変化して形成された語。鳩間方言では，布団は，可カブン［kabuO］（被る）とい
う。子供らは，布団を頭から被って寝たので，冬期には唇がカラバル［karabaru］（あか
ぎれ状に唇が切れること）する子が多かった。例，オシ可イレラーカビ可ウズウラ可シ
［2oJiireraXkabiudzu？uraJi］（押し入れから掛け布団を降しなさい）
カビオンギ［kabioO9i］（名）「紙扇」の義。団扇のこと。幅約２センチ，長さ約30センチの
竹を，柄の部分に１０センチほど残し，他を細く割って骨とし，それに紙を張って円形の団
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扇にしたもの。沖縄や石垣あたりから輸入してきたもので，豊年祭などのお祭りのときに
使っていた。紙製のため，長もちしなかった。例，カビオンゲーカイ可ヤーアル可ヌ
ナガムテーサヌ［kabio99eXkaijaX2arununa9amutexsanu］（紙扇はきれいではあ
るが長もちはしない）
カマイ可・ヌ・カキ［kamai-nu-k§ki］（連語)。「猪の垣」の義。猪害を防ぐために作った垣。
直径３センチ～４センチの若木や木の枝で，高さ約６尺の垣を編み田を囲ってあるもの。
約３センチ間隔に若木や枝木を土に刺し込んで，上，中，下段に横木をわたして，それに
グー可ジ［kuxd5i］（とうずろもどき）で強く結び，編みわたしたもの。例，カマイ可ヌ
カキ可フミスーラ丁スン［kamainuk9kiのumisuXrasu9］（猪垣を編んで強化する）
カマチフチ［kamatJimtJi］（名）「竈口」の義か。台所のこと。シム［Jimu］（下）ともい
う。カマチフチ・マール［kamatJi①VtJi-maxru］（台所まわりをすること，台所漁りをす
ること）は，男の場合，恥かしいこととされていた。マーキ［maxki］（薪，木を割って乾
燥させた薪）のない時は，ススキの枯れたのを燃料としたので，竈の前は枯れ葉が散乱し
て火事になりやすいとして特に気を配った。
カムイ［kamui］（名）鴨居。障子や襖，戸などをたてるために，上部にかけわたす溝のあ
る横木。普通二条の溝を掘って用いる。「鴨柄功程式云鴨柄賀毛江今案本文未詳」（『倭名
類聚紗』）とある。雨戸の場合にも，上部の溝付きの横木をカムイという。例，カムイヌー’
ミープリヨー可ヌダーッヨサナープヌ［kamuinumixpurijomudaxssaXnamu］
（鴨居の溝の掘り方が，あまりよくない）
ガヤー［gajaX］（名）茅。可ガー［9a:］ともいう。マーガヤ［maX9aja］（｢真茅」の義か。鍋
蓋などを編むのに用いる長い茅。約150センチほどの長さがある)。ガヤー１.ヌー［gajax．
、u］（茅の生えた原野)，ガヤープ・スリ［gajax-suri］（茅刈り)。例，可ガヤー可スリ
キーブヤーフキゴヨー［gajaXsurikixja：①Vkijox］（茅を刈りてきて，屋根を
葺きなさいね）
ガヤー丁クビ［gajax-kubi］（名）「茅壁」の義。茅で葺いた壁のこと。現在は，小屋などの壁
を葺く際に用いるが，昔は母屋の壁も茅で葺いた家が多かったという。「新室の壁草刈り
にいまし給はね」（｢万葉』-2351）はそれを忍ばせる。壁にする部分に桟を入れ，柱と柱
を連結して，ユチル［jutJiru］（えつり）を編む。その上に，下から順に茅を並べてティ
フ可ク［tibuku］（木矛）で押さえ，締め縄で締めて上へと葺きあげていく。
ガヤープ・ヌー［gajaxnux］（名）「茅野」の義。ガーマ．ヌ［gamux］ともいう。原野一般を
さす。畑が放置されて茅が生えるような状態に荒れている様にもいう。例，ウシクラシム
ノ－７パタキ７ヌ可ツサーンツァンソーラムテイ可ガヤー７．ヌー可ナシ可シケー
［2uJikuraJimunoxp§takinussamtsansoxramuti9ajamuznaJiJlkex］（怠け者めが，
畑の草も取らずにく除草もせずに＞，茅野にしてあるよく畑を荒れさせて放置してあ
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ろ＞）
ガル［garu］（名）あかり（明）の義。灯。灯火。トゥールヨヌガル［tuXrunu9aru］（ラ
ンプの明り)。例，パトゥ可マナデンキ可ヌシカリリーパトゥマヌ可ヤー可ヌガ
ローウイバロー可ラーンフノー可ララーンミラリゴスダー可［p9tumanadaDkinu
＿￣
Jlkaritaxp9tumanuja:nu9aro：２uibaroxraXn①uno:rara:mmirarisuda:］（鳩間に
電気がついたので，鳩間の家の明りは上原村からも，船浦部落からも見られるよ）
カンダンマ・イシ［kandan-iJi］（名）家の軒下の部分を庭先の地面より約1尺ほど盛土して
上げ，山石などを削って縁どり用に並べてある石。例，ヤドゥ可フチェーラクルビ可ウ
ティティカンダン丁イシナースブー'ルバリコシケーツオー［jadu①VtJe:ra
kurubi？utitikandn2iJinaxsuburubarinke:］（戸口より転んで落ちて，かんだん石
に頭を打って怪我してある）
カンブビン［kambi9］（名）「燗瓶」の義か。神事の際に酒を入れて供えるのに用いる。細長
くて口のせまい，酒を入れるための陶製の容器。例，カン可ビンフタック７ナーサキ
サイテイ可ツス丁力ビシプザウスク７リテイ可シシ可シケーモーウヤプスブヌプマ
イシキプバ［kambin①Vtakkuna：s9kisaitissukabiJidzaus9kuriｔｉＪＪｉ
Ｊｌｋｅｍｏ：？ujapusunumaiJ9kiba］（燗瓶二個に酒を注いで，白紙で栓を作ってさして
あるものは先祖の前に供えなさい）
キー・アイ可ク［ki:aiku］（名）「木材」の義。木製の枕。水桶で水を運び際に，この木製の
枕を用いた。天秤棒。両端に荷をかけて担ぐ木製の天秤棒。可カシンキー（オキナワウラ
ジロガシ）や，シター丁マキー（エゴノキ）等の若木を利用して枕を作った。例，キーア
イ可クシミジタング可カタ可ミミジフミクー［kixaikuJimid5itaD9uk9tami
mid5i①umiku:］木材で水桶をかついで，水を汲んできなさい）
キーッ可カラ［kixkkara］（名）木屑。材木をはつったときに出る削り殻のこと。「木殻」の
義か。木材をはつって角材に仕上げていく際に，削り屑として出てくる木屑。木っ端。木
片。例，丁キーキジオープル可トンナーキッカラーマ丁ヌイッパ７イ７アリペー可
テイプサイ丁グー［kiXkidSio:rutonnaXkikkaramanu2ippai？aribeZti
￣
pVsaikuZ］（木を削っておられるところには木っ端がたくさんあるので拾ってきなさい）
キーバキ・ヌキ可ル［kixbakinukiru］（名）木材を切る鋸。これで薪などを切った。山鋸で
は薪炭用の木を切ることは許さなかった。家庭で薪炭用の木を切るに用いる鋸は，山鋸を
廃棄したものである場合が多かった。例，キーバキ・ヌキ可ルセーヤマゴワザーシララ
ヌ［ki:baki-nukiruseZjamawadzaXJiraranu］（材木用の鋸では，山仕事はできない）
－
キー丁バク［kiX-p9ku］（名）木箱。杉で作った箱。プガンガンパク［gaD9amp9ku］（鉄板で
作った箱）やカニパク［kanipaku］（鉄箱）の対となるもの。例，可ガンガンパコーサビ
フイ丁スバキーブパクナイリリコヨー［9a99amp9koXsabimisubaki:p9kuna2iririjo:］
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（鉄板製の箱は錆びるから，木製の箱に入れなさいね)。サー可ヤキー可パクナイリリコ
［saxjakiXp9kuna2iriri］（茶は木箱に入れなさい）
キー可ブタ［kixma］（名）木製の蓋。普通は松や杉の五分板を利用して作った。汁物を煮
る鍋の蓋はキー丁ブタ（木蓋）が一般的に用いられた。イモを煮るシンマイ可ナビ
［Jimmainabi］（四枚鍋，大鍋）の蓋は，茅を乾燥させて編んだ円錐状の蓋を用いた。鍋
蓋といえば一般的にそれをさし，木製の蓋をキー－１ブタと特称した。例，スーナビブヌ
キー可フタシフタフイプバ［sumabinuki:①VtaJi①Vtaのuiba］（汁鍋の木蓋で蓋
をしめなさいよ）
キー可．フン［kixQu9］（名）「木釘」の義。「栓虚久展木釘也」（｢和名抄』）とある。柱
や桁材に直径約２センチほどの穴をあけて，それにカシンキー［kaJiDkix］（オキナワウラ
ジロガシ）で作った棒状の木釘を打ちこんでジョイント部分を強化するもの。大形ドリル
で予め穴をあけ，それに木釘を打ち込む。
キープボーン［kiXboXD］（形）煙たい。キーポーナー可ヌ［ki:bomaxnu］（煙たくない)，キー可
ポーナルン［kiXbomaruU］（煙たくなる)，キー可ポーカー［kixboxkax］（煙たかったら)。
例，マアイスン可ケンキヨポーカーワープカマチフチェークーン丁ブリバ［2aｉ
su9ke9kiXboxkaxwaxkamatJi①VtJexkuxna］（あれほど煙たいのなら，君は竈ぐち
くへっついのまわりに＞ヘは来ないでおりなさいよく来るなよ＞)。
キーマッ可ファ［kixmaffa］（名）「木枕」の義。芳香のある木を利用して枕に作ったもの。
台湾産の樟（楠の木）は，樟脳の芳香が頭痛やのぼせ（逆せ）の持病に効くといって枕の
材料に重用された。例，キーマッ可ファサンプカーヌビ丁カジコー丁リティ可バー
ニバラヌ丁［kixmaffasaOkaxnubikad5ikoXritiba：nibaranu］（木枕をして寝ないと，
首筋が凝って，私は寝ることができない)。「しきたへの吾が木枕」（『万ｊ-2630）
キールン［kixru9］（動，自）消える。火が消える。キーラヌ［kixranu］（消えない)，キー
テイ［kixti］（消えて)，キール丁カー［kixrukax］（消えたら)，キーン可ギサン［ki:O9isaU］
（消えそう)。例，ピー可ヌキールン［pixnukiXruO］（火が消える)，ギューサミジ可
カキケーシタンテインキーラン可ツオー［9juXsamid5ik9kikexJitantiDki:ran
tsoz］（いくら水をかけて消しても消えないそうだ）
可キタ［klta］（名）桁｡桁材｡梁｡屋根を支えるために柱の上に横にわたす材木の総称｡ﾝ
ニギタPnni9ita］（｢棟木桁」の義か）は「棟木」のこと。例，カー可ラヤーヌ可キター
丁イゾイキーシゥカーン可カームタ丁ヌ［kaxrajamukitaX2idzoikixs1kax9ka：
mutanu］（瓦家の桁材は，イゾイ＜モクコク＞の木を使用しないと，もたないく瓦の重さ
に耐え難い＞）
マキチ［kltJi］（名）垂木のこと。棟から軒へかけわたした材木。よく利用される樹種に，シ
ダ－１マ［Jltama］（エゴノキ）がある。-1キチ［kltJi］は，普通12-13センチ角のものを
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いい，ダル可キ［taruki］は，直径８－９センチの丸太である。
シププスタナマ丁リフィーララヌ［jamukltJiklJi-pVsu
のキチ材を伐る人として頼まれてくれないか）
キ
家
Ｉ
例，ヤー可ヌ可キチ
tanamariffixraranu］
-キブル［kiburu］（助数詞）「けぶり」の義。軒・戸数を数えるときの単位。プスキブ可ル
[p1sukiburu］（－軒)，フタキブル［nJtakiburu］（二軒)，ミーキブル［mixkiburu］（三
軒)，ユーキブル［juxkiburu］（四軒)，イチキ可ブル［2itJikiburu］（五軒)，ムーキブル
[mmkiburu］（六軒)，ナナキブ可ル［nanakiburu］（七軒)，ヤーキブル［jaxkiburu］（八
軒)，クヌキブル［kunukiburu］（九軒)，トゥーキブル［tuXkiburu］（十軒）
けふりキボーシ［kiboXJi］（名）煙。「烟介布禾Ⅱ」（『最勝王経音義』)。キポーシ可フチプマルン
［kiRbo:Ｊｉ①VtJimaru9］（煙がくすぶる)。タムプノーアミゴヌフーリーシミッケー
ー
可リティムイラヌ可キポーシ可プチ可マリテイキーボ--1ヌナラ可ヌ［tamuno：
?aminuのｕ:taJimikkeXritimuiranukiboXJi①VtJimaritiki:boxnunaranu］（薪は
雨が降ったので湿って燃えない。煙がくすぶって煙たくてしかたがない）
キンプシ1．サウ［kimpVJi-sau］（名）「着物干し竿」の義。物干竿のこと。竹竿や木の竿が
あった。庭に二本の股木を立て，それらに竹竿や木の竿をわたして，洗濯物を干すのに用
いるもの。例，キン可マーアライ可ブナシテイテイ可キンプ.シ丁サウナーヌキティ
丁プシバヨー可［kimma：？araibunaJititikimpVJi-saunaxnukitipVJibajo:］（着
物は洗って，ゆすいで物干竿に貫き通して干しなさいねえ）
キンプシ可・トン［kimpVJi-toO］（名）「着物干し所」の義。洗濯物干し場。普通はナカグス
ｖ［naka9usVku］（目かくし。ひんぶん）の内側や，トー可ラ［toxra］（炊事小屋）の南
側あたりに干し場を作った。着物干竿にかけて干したが，昔は洗濯物をグスリ
[9us9ku］（石垣）やナカグスマクなとにもかけて干していた。例，キンプシ可．トンマー
可マナーアルブワ［kimp9JitommaXmana：２aruwa］（洗濯物千場はどこにありますか）
￣
クー可スン［ku:suU］（動）こわす。クーサ可ヌ［kuxsanu］（こわさない)，クーブシティ
[kuxJlti］（こわしてハクーシン可ギサン［kuxJiO9isa9］（こわしそうだ)，クー可スカー
ー
[kuxsVkax］（こわしたら)。例，プヤークープシテイミーヤーマスク可ロールツォー
［jaxkuxlitimixjaxsVkuroxrutsox］（家をこわして新しい家を作られるそうです）
可クースン［kuxsuD］（動句）つくろう。つぎをあてる。衣類の乏しかった頃，服の尻や，
膝，肘のあたりに穴があくと，布地をあてて，継ぎあてをした。つくろうこと。例，キン
可ヌ可クースン可［kinnukuXsuD］（服の継ぎを当てる)。ナビ可ヌ可クースン
［nabinukuXsuU］（鍋の底に穴があいたのを鉄板を切って継ぎを当て’バーナーで焼
いて接着する）
可クール［kuxru］（名）「庫裡」の義か。籾俵などを積んで保管しておく所。裏座や，トー可
ラ［to:ra］（炊事小屋）の一角に保管場所を作って積んでおくのが￣股であった。老年層
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（80歳以上）の人の使用する語で若年層では死語となっている語である。例，ペー可ヌー１
クーローウブヤ-丁ヌサンプヌパー可シヌナーアッ可タ［beXnukuxro：？ubujamu
sannu-paxJinuna7atta］（我が家の倉裡は母屋の申の方の角にあった）
グスゴク［9us1ku］（名）石垣。石を積み上げて屋敷を囲ってあるもの。屋敷の前方の，マ
イグスリ［mai9usVku］（前方の石垣）は二重に積み，ナカフク可ル［naka①Vkuru］（｢中
袋」の義か。中間部）にバタ可イシ［bataili］（腹石）と呼ばれる小石を詰めて崩れないよ
うに積みあげてあったが，後方，及び両側の石垣には，バター'イシは詰めないで二重積み
にしたものが多かった。例，マイグスー'クナーヤバタ可イシ丁シミティシムンダガ
ン丁ゾータンヤシーヤシクーリ可ルリトゥーンナーン可シェン［mai9usVkunaXja
bataijiJimitiJimunda9andzoxta9jaJi:-jaJikuXrirukVtumnamJe9］（前石垣には，
腹石などを詰めて積むから頑丈で強かった。やすやすと崩れることもなかった）
グトウ可ク［gutuku］（名）「五徳」の義・可シチリン［JitJiriU」（七輪）やウブピバブチ
にubupibatJi］（大火鉢）の中に脚の附いた輪型を据えて，-1ヤコン［jakoO］（薬罐）や鉄
瓶などをかけて湯を沸かしたりするのに用いる道具。例，ピバ可チナグトゥ丁クビシ
テイ丁ヤコン可カキシキブルカーナンクク可ル可ユーフクン［pibatJina9utuku
biJitijakoDkakiJikiruka：naOkukurujuX①Vku9］（火鉢に五徳を据えて薬罐をか
けておくと自然に＜ひとりでに＞湯は沸く）
クバオンギ［kubaoD9i］（名）「クバ扇」の義。ビロウの葉で作った団扇。クバ［kuba］（ビ
ロウ）の葉を切って陰干しにし，押し板で押して広げ，半円型に成形して仕あげたもの。
軽くて，よく風を送るので最高の団扇である。長もちするし，背中や腹部をこれで軽く撫
でながら扇いでやると気持ちがよい。夏の夜，縁側で子供を寝かせながら，サーッ，
サーッと扇いでくれる母親の側で，子供は平和な，幸福な眠りにつくのが常であった。
クビ［kubi］（名）「壁」の義。イツァ可クビ［2itsakubi］（板壁)，ガヤー-1クビ［gajaXkubi］
（茅壁）などがある。板壁に用いるサンブ丁イツァ［sambuitsa］（三分板）は本土産の杉
板を購入していたが，それ以前は，フクイキー［のVkui-kix］（ウラジロエノキ）などのよ
うな軟い材質の木を製材して用いた。小屋などは茅で壁を葺き，竹やススキで「あじろ」
に編んで仕上げた。あじろに編んだ壁を，テイブクで押さえ，締め縄でしっかりと締めて
固定した。
ケースン［ku:suO］（動）消す。火を消す。字を消す。ケーサヌ［kuxsanu］（消さない）
ケーシティ［ke:Jiti］（消して)，ケーシププサン［ke:JipusaU］（消したい)，ケース可カー
[ke:sukax］（消すなら)。ケッツァースン［ketMsuO］（ゴシャゴシャと消す)。例，ウキ
ローコカマチェーラ丁カキンザ可シテイミジ可ウティテイケーシ可ヨー［?ukiro：
kamatJe:ｒａｋ§kindzaJltimid5i2utitike:Jijox］（襖は竈から掻き出して，水をうって
消しなさいねえ）
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コーリ［koXri］（名）「行季」の義。竹や柳を編んで箱形を造り，蓋付の荷物入れとしたも
の。日清戦争や日露戦争で兵役について帰ってきた人が内地よりもたらしたのが始まりだ
といわれている。その時，兵役から帰った人が半年や１年で鳩間方言を忘れたと言って，
標準語で鳥人に語ったという笑い話が伝わっている。ヤナギゴー司り［jana9i90Xri］（柳行
季）ともいう。内地旅行や台湾旅行の際に荷物を入れるのに利用したという。
可ゴザ［godza］（名）莫産。藺草の茎で編んだ筵。輸入品の高級な筵をゴザといった。普通
は畳の上に，直接に座って，寝る時にゴザを敷いて寝た。起床すると筵をとり，箒で座敷
を掃くのが生活習慣であった。ハナ可ゴザ［hana-9odza］（｢花莫産」の義か。花模様のつ
いた上質の莫産）は来客用に用いた。例，トゥーシ可ナ可ゴザシキティ可ニビ可（
［tu:jina90dzaJlkitinibiba］（縁側に莫薩を敷いて寝なさい）
ゴッスンクギ［gossuO-ku9i］（名）「五寸釘」の義。屋根のダル可キ［taruki］（垂木」を桁材
に打ちつける際に用いる大きな釘のこと。五寸釘で打ちつけることは，頑強に固定するこ
とを意味する。例，ヤーブヌヤドゥパシー'ロ_ゴッスンクギ可シプウテイシケーバタ
イフー丁ヌクー勺タンテインソーヤナープヌ［jamujadup§Jirox90ssu9ku9iJi
２utiJlkexbataiのumukuXtantinsoXjanamu］（家の戸は五寸釘で打ちつけてあるので
台風が来ても心配はない）
コーブブク［koxbuku］（名）香箱。カン-1ブス［kampVsu］（｢神人」の義，サカサ，テイジリ
ビをさす）が可ウガンPu9aD］（｢お願」の義，お嶽のこと）へ持参する線香類を入れる木
製の小箱。幅約10センチ，長さ約30センチ，深さ約10センチの，蓋付きの箱。例，カン可
プスンケーヤナーメーメーヌコープ丁クナ丁ウガンラヌ可ウサンダイイリ可ム
トーッ丁タン［kampVsuUke:janaxmexmemuko:bukuna？u9anranu2usandai2iri
mutoxtta9］（神人たちは各自の香箱に，お嶽での供物を入れて持ち帰られた)。
ザートウク［dzaxt1ku］（名）床の間，家の中で－番の上座である，イチバンザ（－番座）
に設けられるのが一般である。幅約一間，奥行き約２尺５寸・そこに家主のコンー'ジン
［kond5iO］（｢根神」の義か。戸主の信仰する神）を祭るコーブロ［koxro］（香炉）や，妻
や姉妹たちのコーロも設けておいた。姉妹たちが嫁入りする際は，ここのコーロを廃して，
嫁入り先の家や分家した家の床の間にコーロを設けてコンジンを拝んだ｡コンマジンタ
テイ可ルン［kond5int9tiru9］（根神をたてる）とか，コン可ジントースン（ピクン）
［kond5into:suO（p1kuD)］（神神を倒すく引く＞）といって，分家の床の間に香炉を設
けたり，里の家や本家の床の間から本人たちの香炉を取り下げたりした。それにも一定の
儀式を伴なっていた。
床の間には，「福禄寿」の掛け軸や，松竹梅に鶴亀と白髪の老夫婦の絵と描いた掛け軸を
かけて長寿を祈願する習`償があった。また，虎の絵の掛け軸も珍重された。島では専門の
絵師がいないので，絵心のある若者が古い掛軸を模写して親戚や友人に与えていた。コー
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ブ可ク［koxbuku］（香箱）なども床の間に置かれていた。四角の花活には，トゥラヌ
ズー［turanu-dzux］（虎の尾，チャセンシダ科の常緑シダ）を好んで活けた。例，ザー
トゥクプヌ丁パナイキ司り［dzaxtukunupana？ikiri］（床の間の花を活けなさい）
サーラ［saxra］（名）藺草の一種。シチトウイ。西表島の水田地帯や湿地帯に植えていた。
地上約1-1.5メートルぐらいに伸びる。これを刈りて乾燥させ，アダナマシ［2adanaJi］
（あだんの気根の繊維）で絢った縄で筵に編んだ。例，サーラ可スリテイカンプソー
シテイ可ムスフモーッブ夕［saxrasuritikansoxJltimusuのumoxtta］（サーラを
刈りて，乾燥して筵を編んだ）
サイクヌキ可ル［saikunukiru］（名）大工用の鋸，細工用の鋸の総称。一般的に鋸の歯が小
さく，板やサンガマチ［sa99amatJi］（戸や障子の骨）などをひき切るのに用いる。両方
に歯のついたものと，片方にのみ歯のついたものがある。例，サイクヌキー,ルシタム丁ヌ
ンドーレーキスサ［saikunukiruJitamunundoxre：klsuna］（大工用の鋸で薪なんぞを
切るな）
サカシキ［s9kaJlki］（名）「酒盃」の義か。杯，盃のこと。ちよこ（猪口)。酒類を注ぎ入
れて飲むのに用いる陶製の容器。神事の際の酒を供える時にも用いるし，酒の座でも用い
た。例，サカシキプナーサキサイテイ可オッティー’カミティオーシ可（
［s§kaJikinaxs9kisaiti？ottikamiti？oxJiba］（杯に酒を注いで，頭の上に捧げて，
お返ししなさいく返杯しなさい＞）
サキ・クビン［s9ki-kubi9］（名）酒瓶・酒を入れる容器。瓶。普通はガラス製の容器が用い
られた。ニンゴー可・ピン［niD9oxbiU］（二合瓶)，サンゴーブ．ピン［saU9oxbiD］（三合
瓶)，グンゴーブ・ピン［gu990x-biO］（五合瓶)，イツスマ．ピン［PissubiU］（￣升瓶）な
どがある。例，カイ司りテイサキクビン可ウタ可シバリナー可ヌ［kairitis9kikubin
?utaJibarinaxnu］（つまずいて酒瓶を落して割ってしまった）
サキスッカー［s§kisukkax］（名）「酒急須」の義。酒を入れるための急須。土瓶状の，小型
の急須。陶製のものが多い。例，イッスリビンラサキスッカー丁ナサキサイ丁ウ
ツア可シ［?issu-kubinras9kisukkaxnas9kisai2utsaJi］（－升瓶から酒急須に酒
、
を注いで移しなさい)。サキスッカー可マ［s9ki-sukkaxma］は，小型の酒急須のこと。
－
サクラ可・カー［s9kurakax］（名）「塩辛井戸」の義。例，タチバル可ヌ可ウブシケヌパタ
キ可ヌヨアザナーサクラ可カーアルダープ［t9tJibarunu2ubuJlkenup9takmu
２adzanaxsakurakax2arudax］（立原の大城家の畑の畔にサクラカーはあるんだよ）･
可サジ［sad5i］（名)，てぬぐい（手拭)。日本タオルや西洋タオルも同様にいう。女性はサ
ジを広げて「姉さん被り」にし，その上に丁シケー［Jlkex］（頭上運搬用のクッション）
を置いて，イモの入った旅を頭に乗せたり，米俵を乗せたりして運んだ。男は頭に巻いた
り，腰帯にぬきさしたりして用いた。例，可サジスブ可リテイブドゥーツスリ可（
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［sad5isuburitiduxssuriba］（手拭を絞って体を拭きなきいよ）
ザシ可キ［dzaJlki］（名）「座敷」の義。部屋のこと。上座の部屋。一番座，二番座のように
来客をもてなす所，部屋。例，プシザ・ウヤンケーヤウイヌザシ可ケーシカシオー
ラブシ［Jidza-ujaOke:ja2uinudzaJlkexsikaJi7uxraJi］（長老の方々は，上の座敷へ御
案内しなさい）
サシムヌヤー［s9Jimunu-jax］（名）「指物屋」の義か。指物細工のこと。鳩間島にはいな
かった。大工の心得のある者が必要に応じて作っていた。本格的なものは，石垣島から購
入してきた。石垣島には，サシマムヌヤー（指物屋)，ギリギリゴヤー［9iri9iri-ja:］（木を
割って椀や、などを作る家）があった。例，サシ可ムヌ・ヤーナジブク可トゥジンコ
アチプライシケー［saJimunujaXnaxd5ibukutud3in2atJiraiJlkex］（指物屋に重箱とお膳
を説えておいてある）
丁サッフン［saの①u9］（名）「シャボン」の転訓したもの。石鹸のこと。外来語。石鹸のな
かった昔は，ウンヌ丁・カザ［?unnukadza］（イモかずら。葛）などを操んで，その青汁
で頭髪を洗ったり，アガミツァプPa9amitsa］（｢赤にた」の義か。赤土のこと）で女性は
長い頭髪を洗ったりしていた。８０歳以上の人しか使用しないことばで，若い人たちは，そ
の語を知らない。ほとんどの人は，丁セッケン［sekkeU］（石鹸）しか知らない。若年層で
は死語化しつつある。例，ムカ可シ・プソープセッケンバプサッフンテイアゾーッ可
タ・ヨー［mukaJl-pVsoxsekkembasaの①unti2adzoXtta-jox］（昔の人は石鹸をぱサッ
フンと言われたよ)。
可ザラ［dzara］（名）砂利。枝珊瑚が死んで，その死骸が砂利状になったものにもいう。鳩
間島と西表上原の中間の海中に枝珊瑚の砂利が集積して出来た砂利の島がある。終戦直後
までは周囲200メートル程の島状をなしていた。これを鳩間では，ユニ［juni］（｢寄丹｣，
「寄土」の義か）という。例，丁ザラアツァプミヌーシー1クー［dzara2atsami
nuXJiku:］（砂利を集めて，積んでもってきなさい）
サンゴ－７.ピン［saD9oxbi9］（名）三合瓶。サンゴーう゛クビン［sa99oXkubiD］（三合瓶）
ともいう。ヨイヌ可・ムヌ［joinumunu］（祝儀の贈り物，供え物）や，ソッコー可・ムヌ
［sokkoxmunu］（｢焼香物」の義か｡法事などの際に親戚筋には，可グシ・パナ［guJi-
パナングミ
pana］＜i酉と初米とカウ［kau］＜線香＞を贈るもの）を供えるが，その際，酒をサン
ゴーリビン［saD90z-kubiD］（三合瓶）に入れて供える風習がある。また，ユミ可クイン
マパル［jumikuimparu］（嫁を乞いに行く）際，サキムイ［s9kimui］（｢酒盛」の義か。
結納の前段階の儀式に相当するもの）と称して，男の側から二，三人でサンゴービンに酒
を持参して相手側の家に行き，嫁とりの話を内々にまとめたりした。サンゴ－７ピンを
持っていくというと，その目的が何であるか，察知できたものである。
可サンジヤクマドウ［sand5aku-madu］（名）「三尺窓」の義。タカ可マドウ［tgkamadu］（高
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窓）ともいう。この種の窓は，鰹工場が建てられるようになって，ナヤ［naja］（納屋）
などにつけられたことから始まったようである。例，可サンジャク゛マドーカツシンヌ丁
ナヤ可ナールアップタナー［sand5aku-madoXk§tsuJinnunajanaxru2attanaX］（三
尺窓は，鰹漁船の納屋に（ぞ）あったなあ）
サンパン可ザ［sambandza］（名）「三番座」の義。ナがザ［nakadza］（台所の土間）に面し
た座敷で，日常生活では，ここで食事をとる。親戚や隣人たちは，ここに上がりこんで雑
談する。この部屋の北側の隅にはミー丁スカミ［miXsukami］（味噌瓶）やマー７スカミ
［maxsukami］（塩瓶)，プミンスブ［minsubu］（｢耳壺」の義か。調味料入れの壷）などが
置かれていた。
シーブシ［Ji:Ji］（名）煤。煙が塵や挨といっしょになって固まったもの。天井裏や床下など
に入ると頭や体いつぱいにシ－丁シがくっついた。例，テイン丁ゾーヌーリソー可ジ
シタリトーガマ丁ジナーイッ可パイシープシ可カビベ７－［tindzo：nuXrisoZd5i
JjtakutoX9amad5inaX2ippaiJiXJikabibex］（天井に登って掃除したところ，髪に
いっぱい煤をかぶっている）
シウカイ・キー［s1kai-kix］（名）支え柱のこと。支柱。夏の台風シーズンになると，しばし
ば大型台風に襲われるので，母屋をはじめ炊事小屋などの四隅に，シゥカイ［sikai］（支
え，支柱）を入れる。これに用いる材木をシゥカイキーという。シゥカウン［s1kauU］
（支える）は動詞。例，ウブヤーー'ヌユーシヌ可ナーシゥカイキ－１イリリ丁
［2ubujamujuxJinunaxsIkaikiX2iriri］（母屋の四隅に支柱を入れなさい）
シウカプバラー［sikabarax］（名）「束柱」の義か。桁材の上に立てる短い垂直の柱。これで
屋根の勾配を作る。桁材の上に，３０～40センチの長さの４寸角の角材を用いることが多い。
ウダコティにudati］に似た柱である。例，ザイギ可ヌパシパセー可シティランドー可
シシゥカー1バラースクうり［dzai9inupaJipaseXJltirandoxJislkabaraxsVkuri］
（材木の切れっぱしは捨てないで，束柱を作りなさい）
シキー［Jlkix］（名）敷居。閾。引き戸や障子，襖などをたてるために，その下に溝の掘っ
た横木をわたして，すべらせて開閉できるようにしたもの。「閾，門限也，閾，－名聞，
しきみ
之岐美，俗云二度之岐美一」（『ﾎﾟﾛ名抄』）とある。例，アマ可ヌヤドウ可フジシー可ナー
シキーン可キジファーリナープヌ［2amanujadu①ud5iJimaXJjkiXDkidSiffaXri
-
namu］（あんまり戸を開けしめするので，敷居がすれてしまった）
シキウズ［J:kiudzu］（名）敷き布団。「敷きうず」の義。鳩間島では特定の家以外では敷き
布団はなかった。冬期においてもそれを必要とするほどの寒さはなかったし，それを作る
余裕もなかった。例，バトゥ丁マ・プソーシキウズ可テイスーモー可シゥカイオーラ
ン可セン［p4tuma-p9soxJlkiudzutisuxmoxsikaioXranseO］（鳩間の人は，敷き布団なん｡
ていうものは使われなかった)。
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シキダイ［Jlkidai］（名）突き台。漁船の舳先に，魚を釣ったり，突いたりするために作っ
てある台。ツキセン［tsVkise9］（突き船，カジキを突き，漁をする船）の舳先きには，
そのための台が前方に突き出ている。カツシンヌ可イチバンゾー７ヤシキダイ可ナー
ビリティホーコス［k9tsuJinnu2itJibandzoxjaJjkidainaxbiritihoxsu］（鰹船の一番
竿く－番釣手＞は突き台の上に座って鰹を釣る）
シキダイビリ［Jlkidaibiri］（名）あぐら。男の坐り方。両足を正面で組みあわせて坐る坐り
方。姿勢が堂々とした坐り方になるので，目上の人の前でこの坐り方をすると横柄な態度
だと注意されたものである。例，ヤラコビプアタル可ムヌヌプスヌ可マンタナーシ
キダイビリバセー丁ティアー可ク［jarabi？atarumununup1sunumantana：
Jlkidaibirisexti2aXku］（子供のくせに人の前であぐらをかいているよ）
シキダ可キ［Jlkidaki］（名)，まつち（隣寸)。「付け竹」の義か。火をおこして，焚きつけに
用いることから命名されたものであろう。鳩間島にマッチが導入されたのは，日露戦争に
出征して帰島した通事家の先祖がもたらされたのが最初だという。竹串の先から火が出る
不思議な物として，部落中の者がそれを見に集まったという（加治工伊佐談)。例，シキ
ダコキ可シシ可ピーシキ司り［JlkidakiJJipixJlkiri］（マッチをすって火をつけな
さい）
シキ可タン［J9kitaO］（名）石炭。西表島北岸の下離（可シザバナリ［Jidzabanari］という）
には大正期に炭坑が掘られ，昭和期には上原地区，ウラン可ザキ［2urandzaki］（宇奈利
崎）に炭坑が開かれ，石炭が採掘された。例，ウポー丁ダーラニシミジ可ヌウンタヌ可
ヌーナ可タンコーヌ丁アリテイシキ丁タンプローッ７タ［2uboXdaxraniJimid5inu
２untanunuXnataUkomu2aritiJlkitampuro:tta］（ウポーダからニシミジの上の野に
炭坑があって石炭を掘られた）
シキタン可ユー［Jlkitanjux］（名）「石炭油」の義。油。現在では，ほとんどの人が石油をヌ
シキゴユー［J1kijux］（石油）という。シキタン可ユー［J4kitanju:］は昭和初期頃まで（｢八
重山語彙』）は生活語彙であったが，今日では八十歳以上の人の理解語彙となっている。
六十歳以下ではほとんど理解されないものと思われる。
シダマル［Iidaru］（名）簾。タキ・シダル［t9kiJidaru］（竹簾)，ユシ7キ・シダル［juJlM
Jidaru］（ススキ簾）があるが，莞をおそって被せるのに用いるのは，タキ・シダルであ
る。ダデイリ・ダキ［dadikudaki］（ダディク山からとれる竹）を利用して編んだもの。
例，シダコローイラ可カナカバコシテイシミコナーヨカキティシミ丁リ［Jidarox
２irakanakabaJ9tiJiminaZk§kitiJimiri］（簾を莞にかぶせて締縄を掛けて締めなさ
い）
シチブ可・クギ［JjtJibu-ku9i］（名）「七分釘」の義。壁板を打つに用いる釘で，小型の釘。
一般的に，家庭で用いられる釘はこの型のものが多い。長さが一寸に足りない，七分の釘
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の意。例，シチブプクギ可サンギンブカラカイブクーカークビウテイ丁モータラウン
プカヤー［JltJibuku9isaU9imbukarakaiku:kaxkubiutimoxtarauOkajax］（七分釘を三
斤ほど買って来たら，壁打ち用の釘は足りるでしょうか）
コンロ
プシチIノン［JltJiri9］（名）「七輪」の義。炭火用の素焼きの規炉。戦後の一時期輸入された
ことがある。農家では炭火を使って炊飯するほど生活は悠長でないためか’ほとんど流行
しないうちに，石油コンロやガスコンロの時代へと流れていった。例，丁シチリンマー
パトゥ可マナテーシゥカイミチェーナーンセン［J9tJirimma：ｐ§tumanateX
sikaimitJexnaXnse9］（七輪は鳩間島では使いみちがなかった）
シテイハギ［Jjtiha9i］（名）ハギ柱の外側にさらに軒を出して,それを支えるために立てた
柱のこと。シティハギを出すことで,軒下を利用して漁具や農具類を置くのに使った｡例’
シテイハギスイザシテイナーラ可シスク丁リスコー可レー［Jltiha9isuidzaJiti
naxraJis1kurisVkoxreX］（シティハギを添え出して，衣類掛け場を作っておかれてあ
る）
シナカキ可ヤマ［Jinakakijama］（名）「綱掛やま」の義か。「-ヤマ」は「機械」とか「仕掛
け」の意である。縄を二本繕り合わせて一本の太い綱に仕上げる器具。一枚の厚い板に３
個の穴をあけ，回転式ハンドルを附けて地面にたてたポールに固定する。他方の板には１
個の穴をあけ，同じ回転式ハンドルを附けておく。三本の縄の片端をそれぞれのハンドル
につけ，もう一方のハンドルには３本の縄を結び，それぞれのハンドルを逆方向に回わし
て縄を経る。適当に繕ったところで三つ又を当て，３本の縄を結んだハンドルを他方と逆
方向に回転すると，太い縄が経りあがっていく。鳩間島では，フー可カラジナを，このよ
うにして太いロープに絢いあげ，船のロープを作っていた。例，キュー丁ヤブシナカキ
丁ラテイ可ウムイベーマテイワーテー可ナイシーツフイーリ［kjuxjaJina
kakirati2umuibe:ｔｉｗａ：ｔｅ:naiJixffiKri］（今日は綱を掛けようと思っているので，
君，手伝ってくれ）
丁シナフクビ［JinaのVkubi］（名）「綱きき帯」の義か。「きき帯」は，「くくり帯」の音韻転
訓したものであろう。農家の人は，畑や田仕事に出る際は，藁縄で作業衣を強くしめて出
かけたものである。力仕事にはワラ縄の帯をしめ，山刀や鋸，鎌などを腰にさして行った。
例，ターパタキブヌシグトゥスープピンマー可シナフクビフンサマリテイル
ソーツ可夕［taX-p9takinuJi9utusuxpimmaXJina①Vkubi①unsamaritiruso:tta］
､
（田畑の仕事をするときは，綱帯をひきしめてなさった)。
シビナージナ［Jibinaxd5ina］（名）「注連縄綱」の義か。悪霊の浸入を防ぐために張りめぐ
らす左絢いの綱。藁の尻を長く出して左絢いにして総いあげる。これを張りめぐらせば悪
霊は浸入しないと信じられているので，ブシラ［Jira］（産褥）に張りめぐらしたり，村の
出入口や屋敷の門などにも張った。例，シマッサル可ヌ丁ピンマームラヌ可ウリダ可チ
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ナーシビナージナパローッタ［Jimassarunupimmaxmuranu？uridatJinaX
JibinaXd5inaparoxtta］（島くさらしのときには村の出入口にシビナージナを張られた）
シミ丁ナ［Jimina］（名）墨縄，大工用の工具の一つ、シンプスブ（墨縄）についている縄。
木綿の小糸や麻の糸が用いられる。材木に直線をひくために，墨壺の墨をつけて墨壺の先
の穴から引き出し，材木の端に刺し，墨壺を他の端につけて，縄を弾いて直線をひく。シ
ミマナーパン可クン［JiminaXpaUkuU］（墨縄を弾く）とか，シミ可ナーー'ウトゥン
タクミすみなは［JiminaX2utuO］（墨縄を打つ）のようにいう。「あたらしき猪名部の工匠鑿し須弥灘n番」
（｢雄略紀』十三年)，「墨縄をはへたる如く」（『万葉』-894)，「かにか〈に物は思はず飛
すみ騨人の打つ墨縄のただ一道に」（｢万葉』‐2648)。「縄墨，端直不し曲，ロiif如二縄墨－，須美
な{よ
奈波』（『矛Ⅱ名抄｣）などとある。
ブジルー［d5irux］（名）「地炉」の義。床を切ってこしらえた炉。産婦が産褥に入る際にジ
ルーを作った。普通は二番裏座か、三番裏座に作られた。床を－部切り落して、シンマイ
ナビ［Jimmainabi］（｢四枚鍋」の義か。大鍋のこと）の破損したものをすえ、砂を入れ、
その上に薪を燃した。産褥は四周をシビナージナ［JibinaXd5ina］（注連縄）で張りめぐら
し、悪霊の侵入を防いだ。島で出産する人がいなくなって、地炉も消えた。
シルヌ・ウチ［Jirunu-utji］（名）屋敷内。古謡語。「アーパーレー」（新室寿歌）の中で
「しるうちいめ_ぬうち」のように用いられる。「代内」の義。田、田地、一定の区域、
部分の意。転じて、屋敷の意となる。例、ヤープシルテインカイ丁アラ７シマイフ
いえしるナー可ドー［jaxJiruti9kai2araJimamlnaXdox］（家代く屋敷＞ても買い求めること
ができて、（君は）立派だよく働き者だよ＞）
ジンギ［d5iO9i］（名)、缶詰罐･ブリキ製の罐。ジン可ギリ［d5iU9iri］ともいう。ジンギ
レー可マ［d5iO9irema］（小ざな罐）などがある｡例、カンゴフ丁ヌメーヤギュタールン
オーリ丁ブリナーメーメヌ丁ジンギレー丁マナプチ可ルイリ可ムティオーッタ丁ヌ
イッケン可スクタン丁サー［ka990のunume:ja9juta:run20Xriburina:meXmemu
d3i99ireXmanaのVtJiru？irimutioxttanu2ikkensVkutansax］（看護婦の方々は何人も
いらっしゃって、銘銘の小罐に薬品を入れて持っておられたが、大変よく効いたよ）
シンプスブ［Jinsubu］（名）墨壷、大工用の工具。舟型をした木製の墨壺。片方に巻取り用
の輪があり、これに木綿の糸をとりつけ、墨壷の小穴へ通して墨をつけ、舟型の先端部の
小穴からくぐらせて引き出し、針に結びつける。材木に直線を打つとき、針をつまんで糸
を引き出し、木材の一方に刺して立て、墨壺を材木の他方の－点につけて、縄を弾くと材
木の表面に直線の墨痕がひかれる。
壺
筆
墨
竹
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シン丁ダ［Jinda］（名）針金。金属を細長く糸状に延ばして、建築用、または船具用に用い
るもの。その太さによって用途が異なる。直径１ミリ程度の針金は、釣り具に利用された
り、竹箒などを作る際に利用された。例、シンプダシタキポーキ可シミフバル丁カー
ウーカ可ヌ［JindaJit9kipoxkiのubarukax？uxkanu］（針金で竹箒を締め括ると、動かな
いよ）
シンダー可マ［JindaXma］（名）小さな針金。「～マ」は指小辞。垣根を作る際に縄の代りに
締めつけるのに用いる。鰹節製造工場のセイロー［seiroX］（蒸篭、カツオを焙乾する籠）
の竹を編むのにも多くシンダーマを使った。例、シーゾーヤー７ヌセイローヌ可スコー
７シンダー可マシタキブフモーッブタ［Ji:dzoZjamuseiroXnusukoxJindaxmａｌｉｔａｋｉ
－
のumo:tta］（製造家の蒸篭の底は小さな針金で竹を編まれた）
ジンプバク［d5imp9ku］（名）銭箱。お金を入れる箱。お店などでお金を入れておくのに用
いる箱。例、ハ司一ウン可ネヌジン可マージン丁パクナーアバッカイルン可ケンプア
ンテイダー可［haX2unnenud5immaXd5impqkunaX2abakkairu9ke92antidaX］
（はあ、もう、その家のお金は、銭箱にあふれるほどあるそうだよ）
シンマイ［Jimmai］（名）間どり。部屋のとり方。部屋の作り。シンマイトゥリゴヨー
[Jimmaiturijox］（部屋の作り方。間どりの仕方)、シンマイヌ司力ナイティミサン
グー［Jimmainukanaitimisandax］（部屋の作りが、適っていていいですよ)。クヌ
ヤー可ヤシンマイヌナン可ゾーダーッサナ－可ヌ［kunujaxjajimmainunandzox
daxssanaXnu］（この家は、間どりが、それほどよくない）普通は、イチバンブ・ザー
[2itJiban-dzax］（－番座)、ニーバン可・ザー［niZban-dza:］（二番座)、サンパン・ザー
[samban-dzaZ］（三番座)、イチバン・ウラブザ［?itJiban-uradza］（－番裏座)、ニーバ
ン・ウラマザ［nixban-uradza］（二番裏座)、サンパン・ウラ可ザ［samban-ura可dza］（三番
裏座)、ナカ可ザ［nakadza］（土間）のように間取りをとるのが伝統的な農家のあり方で
あった。
シンタ・カク［Jintak9ku］（名）後の家の屋敷。ペー可ヌシンタ・カク可ナイビ可シケー
タ丁バサーイッケナ可ナレーンダー［beXnuJintak§kuna2ibiJlkexta可basaX
２ikkenanarexndax］（我が家の後の屋敷に植えておいた芭蕉は、よくみのったよ。＜た
くざん実をつけたよ＞）
可スクイ［sVkui］（名）麻笥。紡いだ麻糸や芭蕉の糸を入れておくのに用いる木製の箱。縦
３０センチ、横30センチ、深さ15センチほどの箱。戦前までは、女性は夜業をしながら麻糸
をけど
や芭蕉糸を紡いで丁スクイ|こ入れた。「処女らが麻笥に垂れたるうみ麻なす」（万一3243)。
例、プブーウー可ムカー可スクイナーイリティ可タモーッ可タ［bu：２uxmu
をけ
ｋａ：sVkuinaX2irititamoxtta］（麻糸を紡ぐと麻笥に入れてためられた）
スブプチダマ［subutJi-dama］（名）海花石。菊目石。ピー［piX］（干瀬）やイノー［?inoX］
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（礁内湖）の海底に棲息する石珊瑚の死殻。直径約30センチ-40センチ程度の球塊状をな
しているものを取って来て、頭頂を削り、礎石に利用した。これをイシジ［?Jid5i］（礎
石）という。スブチダマは古謡語である。「すぶちだまいしじぱし_や_ぱすくりあ
んていす、以下略」のように謡われている。
可セメンガーラ［semeO9axra］（名）セメン瓦の義。セメントで作った瓦のこと。鳩間島には
全く使用されなかった。石垣島ではセメンガーラで葺いてある家がよく見かけられた。灰
色のセメント瓦は、赤瓦を見`慣れた鳥人にとっては、あまり喜ばれなかったもののようで
ある。例、可セメンガーラーパトゥブマナーテーターン可シゥカイオーランプシェン
［semeU9axraxpatumanaxteXtaxns1kaioXranJeD］（セメン瓦は、鳩間島では、誰も使わ
れなかった）
センマスル［sensuru］（名）「扇子」の義。竹や木で骨格部を作り、末広になるよう要をとじ、
紙を張って折りたためるようにしたもの。舞踊や儀式の際に用いた。舞踊に用いる扇子を、
特にブドウルオンギ［buduruo99i］（踊り扇）という｡日の丸を入れたのをヒノマルオン
ギ［9inomaru-oD9i］（日の丸扇）といい、舞踊などによく用いられた。センスルは、セン
ス（扇子）が計上った形。
可ゾー［dzoX］（名）門の外側の道路。沖縄本島では、「門」を「ジョー」というが、鳩間方
言では、門の外側の通路一般をいう。バン可テヌゾー［bantenudzoX］（私の家の門の
外側の道)、ワッブテヌゾー［wattenudzox］（君の家の門の外側の道)。例、エ1-ン
ガマサブヌ可ゾーナギープアサビ可（［2ｅｚ？O9amasanudzoma9ix？asabiba］（お
いノうるさいから、門の外の道へ行って遊びなきいよ)。
ゾープキン［dzoxkiO］（名）雑巾。共通語からの借用語。昔はヤリ可カコー［jarikakoZ］（ぼろ
く鑑槙＞）を利用して雑巾としたり、濡れた所を拭いたり、足拭きにしたりしたものであ
る。ひどい汚れを落すには、藁を束ねたり、藁縄を用いたりして、水をかけながら拭き洗
いして落した。例、ゾーヨキンスブ可リキートゥーシ可フカン可ノーレー［dzoxkin
suburi-kixtuxJiのukannoxrex］（雑巾をしぼってきて縁側を拭いてくれないか）
ソージヌコ・サン［soxd5inu-saO］（名）「障子の桟」の義。共通語の転訓したものであろう。
島では、障子のある家はごく限られた数しかなかった。例、７ソンガチマイヤリバ
ソージヌ丁サンスナカ可ナムテイギー可アライ可グー［soU9atJimaijariba
ｓｏ:d5inusansunakanamutigi：？araiku:］（正月前だから障子の桟を海に持って
行って洗ってきなさい）
コゾーンタ・ヤー［dzomta-jaZ］（名）「門の家」の義か。石垣島の士族の家の門には、屋根を
かけ、瓦で葺いたものがあった。鳩間島の人々は、それをゾーンタヤーといった。
ゾーンタヤーで雨宿りをしていて、その家の人から親切を受けたことがよくあったとい
う。例、イサナキヌプユカラプス丁ヌプヤーナール丁ゾーンタヤーヤアッタ可グー
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［2isanakinujukarapVsunujaxnaxrudzomtajaxja2attadax］（石垣島の士族の家に
ゾーンタヤーはあったよ）
コダイ［dai］（名）台。机、テーブル等にもいう。物を載せたり、飾ったりする際に用いる
器具。普通は背もたれのないものにいう。例、ナカザ丁ナー丁ダイスク可リビス丁カー
イッケナ可シゥカイミチェ－丁アリブヌ［nakadza-naXdais9kuribisukaX2ikkena
sikaimitJeX7aribunu］（土間に台を作って置くと、非常に使い道＜用途＞が多い)。
タカブマドウ［takamadu］（名）「高窓」の義。ハンブマドゥ［hammadu］（半窓）ともいう。
壁の上半分を窓にし、下半分（３尺）を壁にした窓。本来の島の建築様式ではなく、鰹節
製造工場が建てられるようになって導入された窓の様式。例、タカプマドゥスク丁リシ
ケーンドゥカジンペーラ可ヌキクツァ可ヌナラ可ヌ［takamadusVkuriJ9kexndu
kad5impexranuklkutsanunaranu］（高窓を作ってあるが風も入らない。むし暑くて
たまらない)。
タキアイク［t§kiaiku］（名）「竹幼」の義。直径７センチほどの、鰹釣り用の釣り竿を利用
して作った。この竹竿は九州あたりから輸入されていた。沖縄ではこの種の竹は産しない
ようである。例、タキアイコーカロー丁ンアリスーコワンアンダーシゥカイヤップ
サン［t9kiaikoXkarom2ari：ｓｕ:wan2andaxs1kaijassaU］（竹枕は軽くもあり、強く
もあるので、使いやすい)。
タキフン［t9ki①u9］（名）「竹釘」の義。カツホーシゴ・サウ［k9tsuhoxJi-sau］（鰹釣り竿）
の竹を利用し、箸の大ききに削って、先端を尖らせ、錐で穴をあけた所に打ちこむのに用
いる釘。イダフニ［?ida①uni］（板舟、サバニ）には鉄釘は使えないので、このタキフン
（竹釘）を用いた。錆つかないからである。板と板の合わせ目には、フンドゥ［①undu］
という､q型の、イヌ槇で作った一種のカスガイを打ちこんで、補強した。
タキポーキ［t9kipoxki］（名）竹箒。竹製の箒。ボー可キ・ダキ［poxkidaki］（箒竹）を伐っ
てきて、五、六本結えて作った簡単な箒。筆状の形態をしており、誰にでも手軽に作れた。
広い屋敷はこの種の箒を用いるのが便利である。例、プドゥーシスク可レータキポーキ
可アラン可カーナガムテーサヌ［duxJis1kurext9kipoxki2araOkaxna9amutex
sanu］（自分で作った竹箒でないと、長もちはしないよ)。
タタミ［t9tami］（名）畳、藁を糸でさしかためた床に、ビー［biX］（藺）で編んだ表をつけ
たもの。イツァフン可ツア（板床）やタキフンツァ（竹編みの床）に敷く。縦１間、幅半
間の長方形に作る。可サンジャク・タタミ［sand5akut9tami］（３尺畳）は、その半分の
大きさの畳。例、タタミヌ可ウムヨテイカウターミーム丁ナリベ可一［tataminu
？umutikauta：mixmunaribex］（畳の表を替えたので新品にかわっている)。
タタミヌ可・ピル［t9taminu-piru］（名）畳のへり。畳の縁取りとして、絹布や上質の布で
飾ったもの。亀甲模様の布や黒色の布などを幅約3.5センチ、長さ６尺または３尺にして、
－７８－
Hosei University Repository
畳の両側を縁取ったもの。例、ムカブシ・プソータタミヌ可・ピローフンクナ可ヨーッ
ティシーナラー丁ソーッタ［mukaJipVsoXt9taminu-piroX①uUkunajo:ttiJix
naraxsoxtta］（昔の人は、畳の縁は踏むなよといって教えられた)。
タナ［tana］（名）「棚」のこと。ダム可ヌ・タナ［tamunu-tana］（薪を乾燥させる棚)、ミジ
ン可ダナ［mid5indana］（食器や鍋類を乾燥させる棚）などがある。また、可イダフニ
［?idaのuni］（サバニ）にとりつける、タナ［tana］（幅約25センチ、長さ約６尺の板）も
ある。例、ヤー可ヌナカコナータナヌナーン可カーシゥカイグリヨサン［jaxnu
nakana：tananuna:DkaXsjlkai9urisa9］（家の中に棚がないと使いにくい)･
タナ［tana］（名）「船棚」の義。可イダフニ［?ida①uni］（｢板舟」の義、サバニ）に荷を積
むと、可アシビルン可［2aJibiru9］（喫水が坐るく喫水が深くなる＞）ので、両舷にタ
ナ［tana］（棚板。幅約25センチ、長さ約６尺の板。継ぎ足しができるよう、工夫されて
いる）を掛けて、海水が船に入らぬようにしたもの。キューマヤムサヌ可ンジブンダ可
タナプカキ丁リ［kjuxjamusanu2nd5ibundatanakakiri］（今日は白波が立っている
ので、タナを掛けなさい)。
タマガラブス［tama9arasu］（名）「玉ガラス」の義か。ガラスのこと。もともと、ガラスを
「タマ」と言ったものと思われる。タマウープキ［tamauxki］（｢玉桶」の義、桶の底をガ
ラスで張ったもの。漁師がサバニを操船しながら、それで水中をのぞき、魚や貝類を探す
のに用いるもの）の「タマ」はガラスをさしている。タマガラ可スバリテイミーカン可
ガンスクヨリ［tama9arasubaritimi:ka99ansVkuri］（ガラスを割って水中めがねを
作りなさい)。
ダム可ヌ・タナ［tamunu-tana］（名）「薪棚」の義。各家には竈の上に「つり棚」をかけてお
いて、その上にバリダムヌ［baridamunu］（割った薪）を積んでおき、乾燥させて用いる
ようにしたもの。その棚のこと。家にダム可ヌが切れないように絶えず補給するのが男の
仕事の一つで、主婦はそれを誇りにしたものである。例、ダム可ヌ・タナナタム可ヌキ
サス可ナ［tamunu-tananatamunuklsasuna］（薪棚に薪を切らすな)。
タライ［tarai］（名）「盤」のこと。「手洗い」の義か。衣類を洗濯するのに用いる板製の容
器。カナダライ［kanadarai］（亜鉛やジェラルミン等の金属板で作った洗濯盤のこと）は、
戦後出まわるようになった。例、ユグリ・キンマ－丁タライナーイリティ丁ミジ可
ナーフクラシプシキ可リヨー［ju9uri-kimma：tarainax2iritimid3ina：①VkuraJi
J9kirijox］（汚れた着物は盤に入れて水につけておきなきいねえ)。
タルマキ［taruki］（名）「垂木」の義。屋根のユチル［jutJiru］を支えるために棟から軒に
わたす材・直径11～12センチ、長さ約４メートルの丸太。西表島の山中より、シタヨマ
［Jltama］（｢えごのき」の一種か)、アゴ可チ［?a9otJi］（「も〈たちばな」の一種か）な
どの若木を伐って使っていた。例、ダル可ケーゴーラブヤシターマプバシゥカイブタ
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［tarukeX9o:rajaJltaXmabas1kaibuta］（垂木は、多くはシターマを使っていた)。
タン［ta9］（名）炭。昭和30年代初め頃まで、冬場になるとよく炭焼きをしたものである。
西表島の北岸から雑木を伐り、鳩間島に運んで、砂浜で炭焼竈を造って炭焼きをしたもの
である。生木を約40センチの長さに切り、砂浜を掘って作った竈に並べて積みあげ、その
上に茅をかぶせて砂を盛り排煙口をつけて入り口の方から燃やし続ける。１～２時間焚き
つけて生木が燃えると入口を塞ぎ一晩中燃した後、排煙口を塞いで消火する。二、三日放
置した後、盛り砂を除くと、真黒の木炭が出てきた。自家用の木炭はこのようにして童児
たちが製造した。販売用の木炭は西表島の山中で焼いた。それをタング［taU9u］（ススキ
＜薄＞を編んで作った木炭入れ）に詰めて石垣島へ輸出した。例、ガジマル可ヌユダ可
キシテイタンプヤクタン可［gad5imarunujudaklJititanjakuta9］（ガジマル＜熔
樹＞の枝を切って炭をやいた)。
可ダン［daD］（名）段、階段･カイダン［kaida9］（階段）ともいう。「階段」は借用語であ
ろう。プドゥダン［dudaO］（土段）が多用される。ドゥダンは、普通は「盛土」して平ら
し、コーセー可マイシ［koxsezma-iJi］（砂岩）などで縁どりし、その上に家を建築したもの
である。例、ペーラ可フチェーウブ可・イシキジティ可ダンスクー'リシケー［pe:ｒａ
①9tJex2ubuiJikid5itidans9kuriJ9ke:］（入口く門＞は大きな石を削って段を作っ
てある)。
タング［ta99u］（名）「炭籠」の義か。ススキを約50センチの長さに切って編み器で編み、
直径約25センチの円筒形の容器に編みあげ、それに木炭を詰めて運ぶのに用いた。タング
はイッピュー［?ippjuX］（一俵）可ニヒュー［ni9ux］（二俵)、可サンビュー［sambjux］（三
俵）のように数えた。例、タング可フミテイタンイリラ［ta99uのumititan
？irira］（タングを編んで炭を入れよう)。
丁タンコー［ta9kox］（名）炭坑。西表島には大正期に、ナミノ可ウエタンコー［naminoue
ta9kox］（波之上炭坑、船浦の対岸、サーラ可ミジ［saxramid5i］＜ひない滝＞の所で採炭
し、下離から積み出した)、があり、昭和期になってヨノダタンコー［noda-ta9kox］（野田
炭坑）が浦内地区で開かれた。ウランザ可キ［?urandzaki］（宇奈利崎）あたりの炭坑で
掘った石炭を浦内から白浜港へ運び、そこで台湾航路の定期船（ゾーキ［dzoxki］＜蒸気
船＞）に積みこまれた。
タンマシ［tanJi］（名）箪笥。可ニービキ・タンシ［､i:biki-tanJi］（結婚箪笥。娘が嫁入りす
る際に持参させる箪笥)。昔は、娘が誕生すると、シンブダン・キー［Jinda9kix］（栴檀）
を植え、２０年後の嫁入りの時にその栴檀を伐って箪笥の材料にしたという。例、パトゥプ
マ・プソーシンプダン・キーパキシ可ルタン可シスクラ丁ソーッタ［p9tuma
pusoXJinda9kiZbak1JirutanJisVkuraso:tta］（鳩間の人は、栴檀を伐って箪笥を作ら
きれた)。
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ダン可トウク［damJuku］（名）仏壇の裏側の空間を利用して、押入れ風の物置きに作った所。
通常は二番裏座と二番座の問に作られるが、二番裏座側に引き戸を作って開閉できるよう
にし、ジン［d5iD］（膳）や、ジブ可ク［d5ibuku］などの漆器類を収納しておいたり、ピ
ル［piru］（大蒜）の漬物や、味噌（マイヌ・ミーブス［mainumixsu］＜米味Ⅱ會＞）を詰め
た甕などを保管しておくのに利用された。
トー可ラ［toxra］（名）炊事小屋、普通は母家の西側に建てられた。アナヨプリヤー［2ana
purija:］（｢穴掘家」の義、掘っ建て小屋）で茅葺き（可ガヤヤー［gajaja:]）であった。炊
事場と農貝置き場を兼ね、シブル［Jiburu］（冬瓜）やカブッチ［kabuttJi］（カボチャ、
南瓜）を保存しておくのに利用した。例、トーラ可ヌウブプナビナーオーコヌプイー
バカシー1［toxranu2ubunabina：？omu？i：bakaJi］（トーラの大鍋で豚の飯く飼料＞を
炊きなさい)。
チパル［tJlparu］（名）「突張り」の義か。つつかい棒。支柱のこと。可ムヤーバラ［mujaZ‐
bara:］（母屋柱）とうムヤーバラーの間に、Ｘ字状の貫きを入れて、更に横二段に貫きを
わたして、耐震構造を強化したもの。チパルやヌキには、ツサビ（模）を両側から打ちこ
んで固定するので、釘は使用しない。例、ﾌﾟヤーナチパルイリティスーラ可シ
［jaXnatJlparu2iritisuxraJi］（家にチパルを入れて、柱を強化しなさい)。
チヤブマダイ［tJabudai］（名）「卓被台」の中国語音の転読したものといわれている。鳩間
方言へは共通語から借用されたものであろう。円形のものが戦前から使用されていた。短
い脚の食台の－種で、脚の部は折り畳み式で収納できる、新式のハイカラな食台であった。
例、ワップテヌプソーコイチルゴチャブ丁ダイカイオーッ可夕［wattenupVsox
？itJirutJabudaikaioxtta］（あなたの家の人は、いつチャブダイをお買いになりました
か)。
チョープチン［tJo:tJiU］（名）提灯、共通語からの借用語か。主として、七月のお盆に仏壇
につるして柤霊を迎え、もてなすのに用いた。日常生活で提灯を用いることはほとんどな
かった。仏壇を飾るものとして、石垣島から購入してきたものである。例、チョーチン可
マーソー可ランナールトゥクニ可カザルンティ可カイオーッコタ［tJoxtJimma：
soxran-naXrutVkunikadzaruntikaioXtta］（提灯はお盆に仏壇を飾るために購入された)。
ツサビ［ssabi］（名）「模」の義。衲穴に貫き材を通して、その間に衲穴の両側から模を打
ち込んで柱の骨格を固定し、強化したもの。＜ｺ形の、長さ約20センチ程の模。建築用材
の切端を利用して作った。kusabi-･ssabiのように融合変化したもの（逆行同化)。例、
クマン７トンマーツサビホーサン可タンテインプミサン［kumantommaxssabi
hoZsantantimmisaU］にこの所は模を喰わせなくてもく打たなくても＞よい)。
コスル
ツスルン［ssuruO］（動）拭く｡「擦る」の転訓したものか。kosuru-+のusuru→ssuru9の変
化過程が考えられる。布巾などで軽く拭くのも、ツスルンといい、雑巾などで縁側の床板
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を力をこめて拭くのもツスルンという。例、ﾌﾞマンタヌトゥーシゾー丁キンシツスリ
テイブアサビ丁（［mantanutuXJidzo:kinJissuriti？asabiba］（前の方の縁側の床板
を雑巾で拭いてから遊びなさいよ)。
テイブ可ク［tibuku］（名）「手矛」の義か。屋根を葺く際に、茅を押さえるのに用いる直径
約３～3.5センチ、長き約３メートル程の若木や竹。先端（根の所）削って矛状にし、そ
れを茅に突き刺し、シミ可ナー［JiminaX］（締縄）で締め結えながら連結していく。屋根
葺人は、内側からパルシキ可・ブスが突き出すパル（竹矛）の穴に締縄を通して、タルキ
に掛けさせ、それをこのテイブクに掛けて強く締め、茅を押さえて葺きあげるのである。
足で、トントンと踏み固めて締めつけ、葺き進める。葺き手と内側のパルシキ可ブスの呼
吸が合わないと上手に葺けないので、掛け声をかけ合いながら葺き進めた。例、シミナー
可ヤタルキ可トゥテイブプクナ可カキテイルシミ－１シキヤー可ヤフクタ［Jim
naxjatarukitutibukunak9kitiruJimiJlkija:ｊａ①Vkuta］（締め縄は垂木と手矛に掛
けて締めつけて、屋根は葺いた)。
テインダ可テイ［tindati］（名）起工式のこと。吉日を選んで着工する。イチバンザイプク
［2itJibandzaiku］（－番大工、棟梁のこと）と家主、ユイプス［juipVsu］（結い人）らが、
材木にシミ可ナー［Jiminax］（墨縄）で墨線を入れたり、衲穴を掘ったり、柚を作ったり
して建築工事を開始すること。例、ウンブネヌヤー可ヤテインダ丁テーソー可レーン
［2unnenuja:jatindateXso:rexO］（その家の家は、起工式はすでにすまされた)。
テインプゾー［tindzox］（名）天井。テインゾー可ヌサン［tindzoxnusaD］（天井の桟)｡
ティンゾー丁イツァ［tindzoK2itsa］（天井板)。テインゾーマヌウラ［tindzomu2ura］
（天井の裏。天井裏のこと)。例、ティン7ゾーヌーリティ丁ドゥル可カキウラ丁シ
（天井裏にのぼって、土（砂）を掻きおろしなさい)。古い家では、瓦を葺く際に粘土を
握れて屋根にのせるが、これが古くなると落ちて天井裏につもるようになる。
トウイ［tui］（名）樋。屋根を流れる雨水を受けて、水タンクや水甕などに流す半筒形のも
の。普通は、直径12～13センチ、長さ約２間ほどの大竹を二つに割ったものを利用した。
若い人は共通語の影響で「トゥイ」というが、老人層は、可ビー［biX］（樋）という○例、
ヤーコヌヌキ可ナートゥイ可カキ可ラデイ司一［jamunukinaxtuik9kiradiX］
（家の軒に樋を掛けようよ)。
トウーシ［tuKJi］（名）「通し」の義か。縁側、廊下。板張りの縁側。杉板のなかった時代に
は、フクン［①Vku9］（福木）の角材を厚さ約７分の板に挽いて、フンツァ可イツァ［①
untsaitsa］（｢踏み板」の義か。床板のこと）を作った。これを、イツァバクン［?itsa
bakuD］（板を分〈）という。従って縁側の板張の床板は、凹凸があったが、夏場は、こ
の板の間が涼風を呼び、子供らは涼を求めて、このトゥーシに寝たものである○戸を開放
したま、、トゥーシに寝ると、自然の冷気で熟睡することができた。夏場は掛け布団も無
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用であった。潮騒の音を枕元に聞きながら、天然の音楽を楽しむことのできる寝室でも
あった。例、トゥーシコナーナーパイシーヨニビベー可モーター可ヤ［tuxJinaX
na:paiJi：nibibe：moXta:ja］（縁側の板の間に身を伸ばして寝ているのは誰か)。
トゥーシは、イツァフン可ツア［?itsa①untsa］（板張りの床、「板踏み板」の義か）が普通
である。
トウー丁ジン［tuxd5iU］（名）「灯心」の義。綿糸で織った厚手の布で、灯油に浸して油を浸
みこませ、火をともすのに用いるもの。普通は幅約２センチ、厚さ約1.5ミリ程度のもの
で、これを、ゴブトウージン［gobutu:d5iO］（五分灯心）といい、大きいものはハチブ
トゥー可ジン［hatJibutu:d5iU］（八分灯心）といった。例、トウー可ジンンジダー可ヌ
ンメーマプシミ司り［tuXd5in？､d5idaxnu2mmeXmaJimiri］（灯心が出すぎているので
心し締めなさい)。
トウープル［tu:ru］（名）ランプ、「灯籠」の義か。八十歳代以上の人が日常的に用いる。昭
和三十年代までは電気がなかったので、日常的にトゥールを用いていたが、その頃でも若
い人（三十歳代まで）はランプと称していた。今日では電灯が点灯し、トゥーコルは文化
財と化している。例、ムカ可セートゥープルﾌﾟシケーテイルホンヌンプユモーッ可タ
［mukasextuxruJlkeXtiruhonnunjumoXtta］（昔は灯寵くランプ＞をつけて本も読ま
れた)。
トウクガマチ［t9ku9amatJi］（名）床桓。床の間の鴨居と敷居にある横木。クル丁キー
［kurukix］（｢黒木」の義、黒檀の木）の若木を使用した。トウクブチ［t9kubutJi］とも
いう。一種の装飾品である。例、トゥクガマチ可ピカラ丁シカザリバドゥヤー可ユン
カイプヤル［tVku9amatJikadzaribadujaxjuOkaijaru］（床桓を光らして飾ればこそ家
も美しくなるというものだ)。
トウクニ［t1kuni］（名）仏壇。普通は奥行き３尺、間口６尺の大きさに作る。高さ約80セ
ンチの所から段を作り、３段にして、最上段に位牌（イーパイ［?iXpai]）を安置し、両側
にパナ可イキ［panaiki］（花活）を置く。その下の段には、コーロ［koxro］（香炉）を置く。
下段には供物（シキムヌ［Jjkimunu］を供える。例、トゥクニヌ可ウヤプス可ン可マイ
ナーテイー可シサイ司り［tVkuninu2ujapVsummaina：tixssairi］（仏壇の先祖の
前に合掌しなきい)。
トウクブチ［tVkubutJi］（名）「床縁」の義･床の間の前端にある装飾用の横木。黒檀の木
を使うのを常とした。トゥクガマチ［tlJku-9amatJi］（床桓）に同じ。黒檀がない場合は、
キャーンギ［kja:U9i］（槇、イヌマキ）などの化粧木を使った。例、トゥクブチヌ可クル
丁キーシサンシンゴスク可リスコールーヌナールンー1グー［tVkubutJinukurukiZJi
sanJinsVkuris9koxremuna:rundaX］（床縁の黒檀で三味線を作ってあるが、よく鳴
るよ)。
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トウダ可ナ［tudana］（名)、「戸棚」の義か。オシイレの下半分に引き戸を入れて、神行事、
仏事等に用いる酒器や什器類を収納しておく所。サキクビン〔s9ki-kubi9〕（酒瓶)、サキ
スツカー［s9kisukkaX］（酒急須)、サカシキ［s9kaJjki］（盃、酒盃の義か)、カンマビン
［kambiD］（燗瓶)、カザリクビン［kadzarikubiO］（｢飾瓶」の義か。白磁製の大型燗瓶。
錫製のものもある）などを収納、保管しておくのに利用していた。
トウルブクビ［turukubi］（名）「取り壁」の義か。茅で戸を作り、取り外し式にした戸。茅
を約５センチの厚さにして、竹やススキをあじろに編んだもので挾み、桟をわたして、両
側から強く締めて戸の形に仕上げたもの。取りはずし式の戸で、雨戸をひくようなもので
はない。両手で支え持って、開閉した。例、トゥル可クビスク可リタティ司り
［turukubisVkurit9tiri］（トゥル壁を作って立てなさい)。
トウズムン［tudzumuU］（動）終える。完結する。完了する。トゥズマヌ［tudzumanu］（終
えない)、トゥズミテイ［tudzumiti］（終えて)、トゥズミンブギサン［tudzumiO9isaO］（終
えそうだ)、トゥズムブカー［tudzumukaX］（終えたら)。例、クヌシグトゥ可トゥズミ
テイル丁メーフカ可ヌシグトーテイーカキラリ可ル［kunuJi9ututudzumitirumeX
のVkanuJi9utoXtixkakirariru］（この仕事を終えてから、他の仕事は手がけられるとい
うものだ)。
トウマルン［tumaruO］（動）泊る。旅先きの宿に宿泊する。鳩間島の人は田地耕作のため、
西表島北岸の田小屋に四五日の泊りがけで耕作した。トゥマラヌ［tumaranu］（泊らな
い)、トゥマリテイ［tumariti］（泊って)、トゥマリ可プサン［tumaripVsaU］（泊りたい)、
例、クヌタベーパイリナートゥマランドー可シピームドゥルスー［kunu
tabexpaitanaxtumarandoXJipiZmudurusux］（今度の旅は南方端く西表北岸＞に泊ら
ないで、日帰りする)。
トウルヌ可・ヤー［turunu-jax］（名)、「鳥の家」の義。鶏舎のこと。鶏は普通、放し飼いに
されていたが、鶏の容姿で、どの家の鶏かが見分けられた。鶏舎のない家の鶏は、庭木や
屋敷林の樹上にとまって寝るので、木の枝には鶏糞が溜っていて不潔であった。子供が知
らずにその木の下を通ると、タイワン丁ボー［taiwambo:］（頭髪の毛根部に白癬のように
発症する皮膚病）に罹ると言われていた。鶏舎は、中が約半間、長さが約一間、高さが約
５尺程度の小屋。内部は、二段、二段に竹の棚をかけて作り、止まり木にした。下段の奥
には藁で巣を作っておくと、それに産卵した。地面に作った巣は、産卵後、卵を孵化させ、
雛を育てるのに用いた。早朝、小屋の戸を開けると鶏は舎外に出て餌を求め、夕刻には自
然に小屋に帰って寝た。庭先きで籾摺りをしたり、米搗きをすると、砕米を啄みに鶏が集
まってきた。籾を日干しにしたり、豆類を日干しにする際にも、それを啄みに集まるので、
鶏を追い払うのに苦労させられた。鶏舎の鶏は、夜中の３時頃から鳴きはじめる。最初の
ドリ
鶏鳴は、イチバン可・ドゥル［?itJiban-duru］（－番鶏）といい、１１頂次、ニーバ可ン・ドゥ
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ドリル［nixban-duru］（三番鶏)、サンバン７．ドゥル［sambanduru］（三番鶏）といった。島
では、一番鶏が鳴いたら、悪霊や魑魅魍魎の類は活動を停止すると信じられていた。子供
が夜中に目覚めると、暗闇の恐怖から逃れるために、一番鶏の鳴くのを待ち続けた。一番
鶏の鶏鳴を確認すると、やっと安心して寝つくことができた。一番鶏が鳴いた後は夜中に
使に出されても、怖いことはなかった。例、トゥルン可・ヤーナトゥルヌコープマプ
ナシシケー［turunjamaturunukoxmanaJiJllke:］（鶏舎に鶏が卵を産んである)。
トーマフパク［to:①リp9ku］（名）「豆腐箱」の義。豆腐を作る際、箱型に入れて水分をきり、
固めるのに用いるもの。幅約１２センチ、長さ約20センチ、深さ約12センチの木製の箱。こ
の箱の内側に綿布を敷き、煮たった豆腐汁を入れて蓋をし、重石をかけて押し、水分を
切って固めるのに用いる。例、トーフプパクナトーううシミテイカタミランー'ノー
レー［tox①Vp9kunatoXのuJimitik9tamirannoxreX］（豆腐箱に豆腐を入れて固めない
かくそうしてくれよ＞)。
-1ドブ［dobu］（名）汚水の溜っている所。台所の流しの水が溜っている所。排水溝などに
下水が溜っている所。屋敷内では西北方などに穴を掘って下水を溜めてある家もあった。
例、￣1ドブナーアウバイヌ可シデイテインカーラヌ可［dobuna：２aubainuJiditi
？Uka:ranu］（ドブに青蠅が発生して手がつけられない)。
ナーブブク［naxbuku］（名）縄箱。漁師が出漁するに際して、釣り針や釣り糸の漁具を必要
な分と、その予備を縄箱の中蓋に揃えて、底の方にはマッチ、タバコ等貴重品を入れて持
参する箱。大きなナーブブクには、縦約50センチ、横約60センチ、深き約40センチのもの
があり、これには衣類まで収納されていた。小さなナーブクは、縦約25センチ、横約20セ
ンチ、深さ約12センチ程の小箱であった。これをナーブコープマといった。
ナー可ムス［naXmusu］（名）「長筵」の義。幅３尺、長さ９尺ほどの筵。普通は長さ６尺程
度であるが、六畳の座敷に敷くために長くしたもの。三枚続きになっていて、折り畳んで
収納する。トゥーシ［tuxJi］（縁側）などに敷くのは、幅３尺に、長き９尺程のものがよ
く使われる。例、可マンタヌ可インナーナー丁ムスシキコバ［mantanu？innax
naxmusujlkiba］（前方の縁に、長筵を敷きなきいよ)。
ナーラプシ［naxraJi］（名）軒に作業衣類を吊すために作った所。ハギバラー［ha9ibaraX］の
間に横木をわたして、農作業や漁業用の衣類を掛けるのに用いたもの。サン可ヌパーカ
ドゥ［sannupaX-kadu］（西南の角）や家の東側に作って、網などを干すのにも用いた。例、
可マンタヌナーラ可シナーユグリキン可サイシキ［mantanana:raJinaZju9urikin
saiJlki］（前方のナーラシに汚れた作業着を掛けておきなさい)。
ナカグスブク［naka9usVku］（名）「中石垣」の義か。ウブＷ－［2ubuja:］（母屋）とペーラ
丁プチ［pe:ra①VtJi］（門、「入り口」の義）の中間にある石垣。目隠し用に積んである。
門より内側へ向って右側は上手（東)、左側は下手（西）となる。祝儀の際の客人は上手
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より家に入り、親しい人は、普通は下手より出入りした。不祝儀や法事の際も下手より出
入りしていたが、今は忘れられている。ピン可プン［pimpuD］ともいうが、借用語であろ
う。普通は長さ約４メートル、高さ約２メートル、幅約50センチに積む。両側は石を組ん
で積み、ナカフクブル［naka①Vkuru］（｢中袋」の義か。中央部）には小石を詰め、組み
●
石の隙間を埋め、石垣を固めるようにする。ナカグスクの内側の石垣の付け根に、パナ可
ギ［pana9i］（｢花木」の義、グロトン類）を植え、トゥラヌ゛ズー［turanu-dzuX］（とら
のを）を植えて、シキダ可チ・ズングニチ［J9kidatJidzuU9unitJi］（朔日・十五日）の朝に
は床の間の神前や仏壇の仏前に花木を生け、サーホ［saXdo］（茶湯）を供えた。例、イ
ツァンブパイキーヌパーヤザ－丁トゥクナーパナ可ゲーヤトゥクニプナイキプリ
［2itsampai-kimupaXjadzaxtukunaxpana9exjatVkuninaX2ikiri］（榊の葉は床の間に、
花木＜グロトン＞は仏壇に活けなさい)。
ナカ可ザ［nakadza］（名）台所の土間。三番座とカマチ［kamatJi］（竈）の間に設けられた
土間のこと。農家では畑から帰って来て着替える間もなく台所作業にとりかからなければ
ならないので、土間の方が便利であった。農家の女は、下駄を履いて、板の間へ上ったり、
土間へ下りたりする暇はなかった。例、ツファイグル可ナカ可ザナウタプシパニポー可
リシラーマシシケー［ffai9urunakadzana2utaJipanipoxriJira:JiJlkeX］（食べ
残した残飯を土間に落して、散乱させて、散らかしてある)。
ナカ可ザ（土間）は、母屋の西側に約1間幅の張り出し（スイヤー［suija:］＜添え出し＞
の義か）を作り、板壁を張り、土の竈を作って、三番座の床との間を士間にするのが普通
であった。ナガザに塵挨が散乱していると、その家の娘の膜が悪いといわれていた。
ナカ丁バラ－［nakabara:］（名）「中柱」の義、大黒柱のこと。イチバンザー［?itJibandzaz］
（一番座）とニーバン丁ザー［niXbandzaX］（二番座）の境に立つ柱。普通はキャーギ
［kja:09i］（イヌマキ、槇）などの最高級の材木を使用することを誇りとした。ドゥス可ヌ
［dusunu］（タイワンオガタマノキ)、丁イゾイキー［2idzoi-kix］（モクコク）などの大木
が使われることもあった。例、ヤー丁ヌナカ丁バラ－丁ヌーキーシゥカウタ丁カヤー
［jamunakabaraxnuxkixsikautakaja:］（家の中柱には、何という木を使ったかねえ)。
ナカワタ［naka①Vta］（名）「中蓋」の義か。本蓋の下におく芭蕉の葉やクバの葉のこと。
おとし蓋の一種か。芋をふかしたり、煮しめものを炊く際に用いた。蒸しものの場合はナ
カフタをよく用いたものである。例、シミ丁ウンバカスブピンマーナカブフタイリ
テイル可バカソーッ可タナー丁メー［Jimiumbakasupimma：naka①Vta2iritiru
bakaso:ｔｔａｎａｘｍｅ:］（煮しめいもを煮る際にはナカフタを入れて炊かれましたねえ、も
う)。
ナカ可ヤドウ［nakajadu］（名）「中戸」の義か。一番座や二番座の仕切りに立てる板張りの
戸。襖の代りに用いられていた。ソージ［soXd5i］（障子）をたてる家は少なかった。例、
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ナカ可ヤドームールパンツァシティ可ザーピスミラン可ノーレー［nakajado：
muxrupantsaJltiplsumirannoxreX］（中戸く内戸＞みんなをはずして、座敷を広めない
か)。
ニーバン可ザ［niXbandza］（名）「二番座」の義。戸主夫婦のニビシキニ［nibiJikini］（寝室、
寝所）となる所。普通、この部屋にトゥクニ［t9kuni］（仏壇）がしつらえられる。一番
座や三番座とは、ナカ可ヤドゥ［nakajadu］（中戸、板戸）で仕切ってある。法事や仏事に
関する行事は、この部屋から西側の部屋を使ってなされるる。トゥクニの下の空間を利用
した押入、物置きを、ダンブトゥク［dantVku］という。
可ニカイヤー［nikai-jax］（名)「二階家」の義。二階建のこと。鳩間島には二階建の家はな
かつた。鰹節工場のバイカン丁．ヤー［baikan-jax］（｢焙乾家」の義）は切妻屋根の構造で、
中二階、屋根裏の三段に仕切ってあった。最上段まであげて焙乾したものを可ピギティ
［pi9iti］（剥いで、削って）出荷した。例、イサナケーパラバ可ル可ニカイヤーヤミ
ﾗﾌﾞﾘ［?isanakexparabarunikai-jaXjamirari］（石垣島へ行ったら二階家は見れる)。
二ビパンツァスン［nibipantsasuD］（動）ねそびれる｡例、ユーキ可ヌシジキティキ１－
丁ヤニビサーリル可ティプウムイベータ丁ヌプスヌオー司りニビパンツァシ
ナー丁ヌ［juXkinuJid5ikitikjuxjanibisa:riruti？umuibe:tanupVsunu2oxri
nibipantsaJinaxnu］（夜更しが続いて、今日は寝ようと思っていたのに、人が来られて、
みすみす寝そびれてしまったよ)。
ニンゴーコビン［niO9ox-biU］（名）「二合瓶」の義。二合入りの瓶。酒瓶のこと。例、ニン
ゴー可ビンプスツリカーニ可テー可ムテイパララ可ン可ヨー［niD9oxbimpVsukku
kaXnite：mutipararanjo:］（二合瓶一個だけとは持って行けないよ)。ニンゴー丁・クビ
ン［ni99oX-kubiU］（二合瓶）ともいう。
ヌーヌ・マツファ［numu-maffa］（名）布製の枕。「布枕」の義。布袋に籾殻を入れたり、
小豆を入れたりして作った枕。ハイカラな枕として若い男女に好まれたが、一般の家底で
は木枕が愛用きれていた。例、ヌーヌマッファープバカー可ムンドゥシタルウイ丁プ
ソーソーランブセン［nuXnumaffa：baka:munduJjtaru2uipVsoxsoxranse､］（布枕は
若者がしたのであってく使ったのであって＞老い人はしなかった)。
ヌキ［nuki］（名）「貫き」の義。「貫き柱」のこと。柱と柱を貫き通して連結し、柱を固め
るもの。幅１１－１２センチ。厚さ約３センチ、長さ約１間半の板状の材。瓦葺きの場合、壁
板（ゴブ゛イツァ［gobu-itsa］＜五分板＞）は、この「ヌキ」（貫き板）に釘を打ちつけ
￣て作った。例、ヤー丁ヌヌキイリテイ可ツサビ可ウテイテイシミうり［jamu
ｎｕｋｉ？iritissabi？utitiJimiri］（家の貫きを入れて、模を打って締めなさい)。
ヌキ・ヤー［nuki-jax］（名）「貫き屋」の義。アナ可プリヤー［2anapuri-jaK］（穴掘り家）の
対。角材に貫き穴を掘ったり、衲穴や柚を作って連結し、家を組み立てる方式で建築する
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家のこと。例、ワシ可テヌプソープヌキヤーマスクー'ローツタテイ可ミーツォー可
［wattenup1soXnukijaXsVkuroxttatimixtsox］（君の家の人は、貫き家を作られたそ
うだねえ。でしょう？)。
ヌシ可トウル［nuJlturu］（名）語源不明。「乗せ取り」の義か。タキフンツァ可［t9kiの
untsa］を編む際、ユカム可チ［jukamutJi］（大曳）の下から竹を掛けて縄で締め、フン可
ツア［のuntsa］（床）が持ち上がらないようにしたもの。タキフンツァ（竹床）とヌシ
トゥルを要所要所で強く締めておくことが必要である。例、タキフンツァーヤヌシ可
トゥルナ丁シナ可カキティ可フミヨー［t§ki①untsaxjanunturunaJinakakitiO
①umijox］（竹床はヌシトゥルに綱をかけて編みなさいよ)。
パイ［pai］（名）灰、カマチヌ・パイ［kamatJinu-pai］（竈の灰)、ウールパイ［2uxrupai］
（石灰)、アチ可パイPatJipai］（熱い灰）などがある。カラパイ［karapai］（乾燥した
灰）ともいう。例、カラパイヌドゥプカジン可トゥバサリティ可ミー可ヌ可ナカー
ベープリミツ丁ムナリベプー［karapainudukad5intubasaritimixnunakaXPeXri
mitsumunaribex］（灰が風に飛ばされて目の中に入って目潰しになっている)。
プバウ［bau］（名）「棒」の義。①木や竹の荷い棒のこと。②棒踊に用いる木製の武具。棒。
③棒踊り。普通はうカシンキー［kaJi9kix］（オキナワウラジロガシ）の若木で作っていた。
おうこ
てんびん棒や荷物運搬用の枕などの総称。豊年祭の棒踊りlこ対してもいう。例、パトゥ
マ丁ヌバウ丁ワーイッケナ可ウムッ可サン［p1tumanubauwax2ikkena？umussaD］
（鳩間の棒踊りは非常におもしろい)。
可バウウトウン［bau2utuD］（句）「棒を打つ」の義。「棒踊りをする」の意。豊年祭には
奉納踊りとして、棒踊りが演じられていた。西村と東村に分れて競演した。西村では、サ
ク可ボー［sqkubox]、ルクサク可・ボー［rukusakubox］（六尺棒)、ナギナタ［na9inata］
（長刀）などが演じられた。東村の棒踊りは一般的に力強く、激しい動きが特徴で男性的
であるのに対し、西村のそれは動きが柔かで、型を重視するものであった。
バキ可チ［bakitli］（名）ばけつ。bucketの転訓したもの。アルミや鉄板などで作った水桶。
普通は１斗入りで、円形。半円形の柄がついて、それに紐をつけて天秤棒で担ぐ。水を運
ぶのに用いる。四角の１斗入り石油罐を利用したものは、バキチとはいわない。これは可
ガンガンタング［ga99a9taDgu］という。例、バキー'チナミジマーシコクー［bakitJina
mid5imaxJikux］（バケツに水を入れて運んできなさい)。
ハギバラー［ha9ibara:］（名）「脛柱」の義か。軒下の柱のこと。ヌキヤー［nukijaX］（貫き
家）は、茅葺きでも瓦葺きでも、南側と東側に半間ほど軒を出すのが普通であった。その
軒を支える柱をハギバラーという。ハギバラーを「脛柱」とすると、これは建築史の－面
を照らし出す語となるであろう。竪穴式住居の屋根はテント型で、直接地面に落ちていた
とされているが、これに、「脛」がつくと、切妻屋根の構造が成立するように思われる。
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バク［pqku］（名）箱。箱の総称。主として、杉板を利用して箱を作ることが多かった。杉
板は本土より輸入された。ナーブリ［naxbuku］（縄箱)、ジブリ［d3ibuku］（重箱）モ
ミパク［momipaku］（籾箱）などがある。例、イサンケー丁ラシギイツァカイ可キー
テイパクコスク可ラデイプー［2isaOkexraJi9iitsakaikixtip9kusVkuradix］（石
垣島より杉板を買ってきて箱を作ろうよ)。
バク可ジミ［p9kud5imi］（名）箱詰め。箱の中に物を詰めこむこと。大事なもの。貴重なも
のは箱に詰めて保管したり、輸送したりした。例、カンプネヌプソーヤーウツ可リス
ン丁テイシ－丁ニーム丁チ丁ナビ可カママカ丁ルドングンプドーレーパク可ジミ
シー可スコー可レー［kannenupVso：jaZutsurisuntiJixni:mutJinabikama
makarudoO9undo:rexpakud5imiJi：s9koXrex］（あの家の人は、家移りく引っ越し＞
するといって、荷物、鍋、釜、お碗などを箱詰めにしておいてあるよ)。
バク・マツファ［p9ku-maffa］（名）箱枕。板で箱形の枕に作ったもの。縦約12センチ、横
約18センチ、高さ約７センチの箱を作って枕としたもの。軽くて扱いやすいので老人たち
に重宝された。例、バク・マッファー可ヨーカニフンマーピッ可チンシゥカーン
ドー可シスクルプタ［p9kumaffaxjoxkani①umpittJinsikamdoxJisVkuruta］（箱枕
はねえ、鉄釘を一本も使わないで作ったものだ)。
パコー可マ［p9koxma］（名）小箱。小さな箱。コープ可ク［koXbuku］（香箱）やジン可バク
［d5imp9ku］（銭箱）などは、小さな箱であった。例、ウブ可パコーラパコー可マーン
ベーマ可ナー丁バキイリリ可（［?ubupqkoXrap9koxmaZ？mbexmanaxbaki？iririba］
（大きな箱から小さな箱へ、少しずつ分けて入れなさいよ)。
ハシマゴ［h§Ji9o］（名）梯子。二本の極の問に横木を渡して、それを踏み登って、高い所へ
登る道具。普通は、幅約40センチ、長さ約４メートルの大きさに作る。使用する際にユク
ンツア可メー［jukuntsamex］（床下）より出して軒にかけ、屋根になかけて屋根葺きなど
に使用した。例、アー可ネーラハシ可ゴカリリー［?ame:rahaJi9okarikuX］（東隣
の家から梯子を借りてきなさい)。
パグ可ムス［padamusu］（名）「肌筵」の義か。就寝の際に畳の上に敷く筵。上質の備後産の
藺で編んだ莫産。直接肌に接触する筵であることから命名されたものであろう。普通は幅
３尺、長さ６尺の筵であるが、長さ９尺で、二枚続きのものもある。６畳敷の筵は特に長
いので、ナープムス［namusu］（長筵）という。例、パグ可ムスタンブガシク可カー可
ミサン［padamusutaD9aJjkukaXmisaO］（肌筵だけ敷げはよい)･
ハチバン丁セン［h9tJibanseU］「八番線」の義か。直径約７ミリ程度の針金。ワイヤーに用
いる針金。長さ約30センチ程に切り、先端部を研いで銘に使った。それを３メートルほど
の竹につけて、魚突き用の銘とした。例、ハチバンプセン丁キシテイフチブトゥイ
ティユイ丁シキ可ルカーコユクンナリ可スヨー［hatJibanseDklJitiのVtJituiti
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juiJ9kirukaxjukunnarisujo:］（八番線を切って、先端部（口）を研いで柄をつけると、
銘になるよ)。
ハツリ［h9tsuri］（名）樹木をIまつること。山で材木を伐り、運び出した後、斧で軽く斜め
に切りつけて、次に本格的に削り落して角材に仕上げていく。このように少しずつ削って
いくことをいう。左足を丸太にかけ、右足で体重を支えながら、ヤマブー丁ヌ
［jamabumu］（山斧）で木の右側から切りこんでいき、１０センチ間隔で斧を打ち込むと削
りやすい。これを繰り返して角材に仕上げる。
ハツルン［h§tsuru9］（動）山出しの材木を斧で削る。ハツラヌブ［h9tsuranu］（削らない)、
ハツ可リテイ［hatsuriti］（削って)、ハツリ丁プサン［h9tsuri-Pusa9］（削りたい)、大工用
語で、おそらく、家屋建築の技術が導入されたときに定着した語であろう。例、クヌ
キーブヌピダリンプカタンメーマ可ハツ可リミー可［kunukixnupidariOkata
？mmeXmah9tsurimix］（この木の左側の方を少し削ってごらん)。
ハナ可ゴザ［hana9odza］（名）花莫産。莫蓮の表に花柄のプリントのある筵。ビー可グ
［biX9u］（備後藺）を細く裂いて、細い麻糸などで織りあげた筵。肌ざわりがよく、夏場
は、この筵を敷いて、その上に横になると涼感があり、喜ばれたものである。畳が古くな
ると、花莫産を敷いて、畳の表がえの代りにした。例、タタミヌ可フル可ミブンダ可
ハナ可ゴザシキブバ［t9taminuのurumibundahana9odzaJjkiba］（畳が古くなって
いるので花莫産を敷きなさいよ)。
可パラー［parax］（名）「柱」の義。総称。一般称。ナカ可バラー［nakabarax］（｢中柱」の義、
大黒柱のこと)、丁ムヤーバラー［mujaxbarax］（｢母屋柱」の義。家の内部に立つ柱)、ハ
ギバラー［ha9ibara:］（｢脚柱」の義か。軒に立つ柱)。シテイハギ［Jltiha9i］（軒から更
につき出した屋根の軒柱）などがある。例、パラー可ヌ可ミーピッブキ［paramumi：
pikki］（柱の柄穴をあけなさい)。例、ヤーブヌ可パラキジブバ［jamuparaxkid5iba］
（家の柱にする材木を削れよ)。
バラ－７ヌ・アナ［paraXnu?ana］（名）「柱の穴」の義。柏（ほぞ）のこと。ヌキヤー
［nukija:］（貫き家）を作る際、柱に穴を掘って柱と梁、桁材に連結する。その衲穴のこ
と。柚のことを、マラ［mara］ともいう。例、パラーー'ヌ・アナピッキプスﾏヌタ
ラーンバテー可ナイシーッフォーうり［para:､u､anapikkip9sutaraxmbatemai
Ji:ffoTi］（柱の柚穴をあける人手が足りないので、手伝をして下さい)。
バラフ可タジナ［bara①utad5ina］（名）「藁綱」の義。稲藁で絢う綱。綱の中で最も利用度
が高い。ヤーフキ可ジナ［ja:①ukid5ina］（家葺き綱）もバラフマタジナであるし、日常生
活のあらゆる面で、物を縛ったり、荷を運搬したりするのに用いる。昭和40年頃までは、
稲作も行なわれていたので、稲藁は豊富にあった。例、バラフ丁タジナ可ナイテイカー
スン丁［bara①VtadSinad5inanaitikaxsu9］（藁綱を絢って売る)。
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バラフ可タボーキ［baraのPtapo:ki］（名）稲藁箒。座敷用に作った箒で、稲藁の芯を抜いて、
それを直径１センチほどに束ね、その束を扇形に編みあげて作ったもの。編みあげる縄は、
アダナ可シ・ジナ［2adanaJi-d5ina］を用いた。ユーコル［juxru］（｢より糸」の義か。細い
縄のこと）の一種である。例、バラフリ・ポーキシイチバン可ザーポー可キ［baraの
VtapoXkiJi2itJibandzaXpo:ki］（藁箒で一番座を掃け)。
可パル［paru］（名）「針」の義か。竹製の矛。竹の先端を鋭利に削り、穴をあけて綱を通す
ことができるようにしたもの。縫い針の形状を示すことから命名されたものであろう。茅
葺き屋根を葺く際、内側に居るパルシキ可ブス［paruJlki-pVsu］（針突き人）が竹製のパル
を屋根の上へ突き出して、ヤーフキ可・ブス［ja:①Vki-pVsu］（屋根葺き人）からシミ丁
ナー［Jiminax］（締め縄）をパル可ヌ・ミー［parunumiX］（針の目く穴＞）に貫いて貰い、
それを引いてダル可キ［taruki］（垂木）に掛け、再びパル［paru］を屋根の上へ突き出し
て、シミナーを屋根葺き人に届けるのに用いる道具。例、可パルスク丁ピンマー可
ユーアイプジセー可ティシカンプカーナランプダー［parusVkupimma：ｊｕｘ
？aid5isextiJlkaUka：narandax］（家葺きの竹針を突く際は、よく合図をしながら突き
ささないといけないよ)。
パルシキ可・ブス［paruJjkipVsu］（名）「針突き人」の義。茅葺き屋根を葺く際、内側にい
て、可パル［paru］（竹製の矛）を屋根の上に突き刺し、パルブヌ・ミー［parunumiX］（矛
の穴）に締め縄を貫いてもらい、引き出して縄をタルプキ（垂木）に掛けて再び屋根の上
の屋根葺き人へもどす役の人。勘の鈍い人がこの役を受けもつと、屋根葺きは非常に危険
で、作業もはかどらないといわれている。
パル可ヌ・ミー［parunu-mi:］（名）「針の目」の義。屋根葺き矛の穴のこと。この穴に、シ
ミプナー［JimmaX］（締め縄）を通して引き抜き、タルキに掛けて屋根葺き人の所へ突き
かえすのに用いる。縫い針の穴にも同様にいう。例、パル丁ヌ・ミーナシミ丁ナーヌキ
テイ可ピキシキ丁（［parunumiXnaJimina：nukitipjkiJikiba］（｢針の穴」＜屋根葺き
矛の穴＞に締め縄を貫き通して、引っぱりなきいよ)。
ハン可ダイ［handai］（名）飯台。新しく共通語より借用された語。普通は、幅約70センチ、
長さ約１メートルほどの飯台に、約30センチほどの高さの脚が付いていた。飯台の中央に
は大皿に御数を盛り、イモの煮たものなども竹かごに盛って飯台の中央に置き、各自欲し
いものを取って食べた。御飯と御汁だけは各自の前に配膳され、カティ可ムヌ［katimunu］
（かて物、お数）は共通の皿から取って食べた。
可ピー［piX］（名）火。「明り」の意はない。「明り」は、ガル［9aru］という。可ピーケー
シ［pixke:Ji］（火を消しなさい）可ピータシキ［piXtaJjki］（火を焚きつけなさい)。
ピーヌクミ［pixnukumi］（火にあたって体を温めなさい)。ピー可ヌムイルン［pi:nｕ
muiru9］（火が燃える)。アガピー［?a9api:］（真赤な火)。
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可ピー［pi:］（名）「火事」のこと。原義は「火」である。昔は火事が出ると、ピードー
ピード_（火事だⅡ火事だ!!）といって大声をあげて村中にふれまわった。人々は手に手
に桶を持って集まり、浜に下りて海水を汲み、それを手わたしで運び、水をかけて消火し
た。戦後45年間で火事が起きたのは二度だけである。例、パトゥ可マナテーナン可ゾー
ピーブヤンジランプセン［patumanatexnandzozpixja2nd5iranseO］（鳩間では火事は
あまり出なかった)。
コピー［bix］（名）樋。屋根に降る雨水を受けて水タンクに天水を通すためにかけた竹の半
筒状のもの。直径約10センチの大竹の筒を半分に割ったものも利用した。それを支えるた
めに軒から出した支柱を、可ティー［tix］（｢手」の義か｡）という。例、カジヌ可フク
カーナーラシ丁ヌ可ビーパンツアシ丁ヨー［kad5inu①VkukaxnaxraJinubi：
pantsaJijox］（台風が吹いたら軒先の樋をはずしなきいねえ)。
ブビー［bix］（名）藺草。畳の表を作るのに用いる。沖縄本島産の藺草で作った畳の表や本
土産のものを輸入していた。西表で栽培された藺草は、サーー'ラ［saXra」といって、それ
で作った筵、サーラコムス［saxramusu］は三番座や炊事場の縁側などに敷いた。ビーグ可
ムス［bix9u-musu］（備後表で作った筵）は最高級の筵として重宝された。例、パイタ丁
ナービー可ヤイバンシェン［paitanaXbi:ja2ibanJe9］（西表島では藺草は植えなかっ
た)。
ピーブパサン［pixp9saU］（名）火箸。「火挟み」の義か。二本の鉄線を長さ約20センチほど
に切って、頭部を円環で連結したもの。竈の中から、ウキル［2ukiru］（澳火）を挟み出
して火鉢に移すのに用いられた。例、ピーコパサンシカマチフチヌ可ウキル可パサ可ミ
クー［pi:pasanlikamatliのVtJinu？ukirup§samikuX］（｢火挟み」火箸で竈の襖火を挟
んでもってきなさい)。
ピサ可ビ［pisabi］（名）「火錆」の義か。鍋底に付着する煤。「竈黒」と同じ。ナビ丁ヌピ
サビ［nabinupisabi］（鍋の煤)。鍋底は、薪を燃やして炊飯するために、煤がたくさん
付着する。それは熱効率を妨げるので、時々軽石などで擦って落したものである。例、ナ
ビ丁ヌスクヌー１ピサ丁ビカラ可イシシ可ツシウタ可シ［､abinusukunup9sabi
karaiJiJiJJｉ？utaJi］（鍋の底の煤を軽石で擦って落しなさい)。
ビダーシキビリ［bida:Jlkibiri］（名）ベたつと坐ること。特に女性が床の上に、または地面
にべたつと尻をついて坐ること。このように坐ると、次の動作がとりにくいので、働き者
の農家の女賜性の嫌う坐り方である。この坐り方は、怠け者のシンボルであったので、農家
の娘たちは親からこの坐り方をきつく箸められた。例、ビダーシキビリスーッファー
丁スブットゥ［bidaxJikibirisuxffaxsubuttu］（ビダーシキ坐りをする子は怠け者だ)。
ピダリプジナ［pidarid5ina］（名）左縄、「左綱」の義。左絢いにする縄。左縄は悪霊を祓う
力があると信じられている。神事を行なう所では、左縄を絢って注連縄にし、それを張り
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めぐらして神聖な場所を確保した。例、パトゥプマナテーヨープピダリ丁ジナーヌキプ
ムヌテイアザリブ－１［p§tumanate：joxpidarid3ina：nukimunuti2adzaribuX］（鳩間
ではねえ、左縄は、悪霊祓いになるといわれている)。
ビチ可ル［bitJiru］（名）屋敷の東側の庭の一角に、約一坪ほどの面積を聖域として石垣で囲
い、信仰している所。シトゥップチ［JltuttJi］（そてつ）や、イツァン可パイキー
Pitsampai-kiz］（榊)、パナ可ギ［pana9i］（｢花木」の義か。グロトン）などを植えてあり、
山石が据えつけてある。ブウブシケーPubuJlke:］（大城家)、ヨー可カヤー［jo:kajaX］（西
原家)、クシケー［kuJjke:］（小底家）のビチルは有名である。ヨープカヤーのビチ可ルに
ついては、「昔、ウイヌ丁ウガン［2uinu2u9aO］（友利御嶽）でユーニンガイ［juxni99ai］
をすませると、サカサ［s9kasa］（ツカサ。坐女、神女）たち、カンププス［kampVsu］
（神人、ティジリビ）たちがヨーカヤーのビチルに集って神遊びをしてアマイヨーッリ
（歓えられた)、三日三晩、神遊びをされた」という口碑が残っている。そこからウイヌ可
ウガンヘ通じる神の道が通じていて、セヂ高い所であるといわれている。
ピバチ［pibatJi］（名）火鉢。灰を入れて、炭火をおこし暖をとるのに用いる陶製の器。広
口の甕状の器。一般的には直径約25センチ、深さ約20センチ程度の広口の壺型をした器で
あった。青磁製のものも輸入されていた。旧暦のｌ～２月頃に用いる程度であった。木製
のものは、縦約50センチ〈横約70センチ程の箱に30センチ四方の灰を入れる部分を作って
炭火をおこせるようにしたものである。
ピビザヌプ・ヤー［pibidzanu-jax］（名）山羊小屋。家の裏、または北西部の隅に、２坪ほど
の小屋を作って山羊を飼育した。山羊汁は蓬を入れて炊き、冷え症に効くと言って食した。
各家庭では２～３頭の山羊を飼育していた。畑の芋かずらや桑の葉などを刈りこんで飼料
として与えた。山羊小屋から出る下肥は者で担いで畑に入れた。例、ピビザ・ヌ可ツサ
カリプクー［pibidzanussakarikuz］（山羊の草を刈りてきなさい)。
ヒラクギ［Ciraku9i］（名）「平釘」の義･テインマ［timma］（伝馬船）を造る際に、板と板
を接ぎ合わせるのに用いる釘。幅約１センチ、厚さ約３ミリ、長さ約12センチのヨ型
をした釘。この釘を打ちこむ際には、マキワラ［makiwara］（杉の皮の繊維を十分に乾燥
させたもの）をまきつけて打った。例、テインマプナシゥカウフンマヨヒラクギ可
テイアズ［timmanas:kauのummaXCiraku9iti？adzu］（天馬船に使う釘は平釘とい
うル
ヒラ・ヤー［cira-ja2］（名）平家。－階建ての家のこと。鳩間島には二階建の家はない。瓦
葺きや茅葺きの－階建ての家の総称。ヌキヤー（貫き家）は一般に寄せ棟造りであった。
ひらユーピサタヤー［juxplsajax］（四つの「平」（屋根）のある家、寄せ棟造り）やフタピサ
ひらヤー［①Vtaplsa-jax］（二つの「平」のある家、切り妻屋根造りの家）ともいう。パトゥ丁
マナーヒラヤータンガ可ルアル［p9tumanaXCiraja：ta99aru？aru］（鳩間には平
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家だけがあるく平家しかない＞)。
ビリダイ［biridai］（名）「座り台」の義。椅子のこと。学校教育の普及によって、背もたれ
のあるものに「椅子」といい、それ以外の、物を載せたり飾ったりするに用いる器具を、
丁ダイ［dai］という傾向がある。老年層は「椅子」をビリダイという。例、ビリダイサ
ンギ可・キービリバプミサムヌ［biridaisaO9i-kixbiribamisamunu］（椅子く座り
台＞を引っぱってきて座ればよいのに)。
ビンプダライ［bindarai］（名）「びんた（髪）洗い」の義か。洗面器のこと。直径約25セン
チ、深さ約10センチほどの板製の桶。戦後、金属製の洗面器や、プラスチック製の洗面器
が出まわるようになった。例、ビンダライ可ヌミジブシウムプテイブシミテイウヌ丁
ヌカルシティー７．パンアライ［bindarainumid5iJi？umutiJimiti2unu
オモテ
nukaruJitix-pan？arai］（洗面器の水で面＜顔＞を洗って、その残りで手足を洗し､なさ
い)。
フー可カラジナ［①uxkarad5ina］（名）椋梠縄。椋梠の幹頂部の枝の分出した所に、黒色の
強い繊維がからみついている。その繊維をとって絢った綱がフヨカラジナである。雨や
風に強く、茅葺き屋根の蔓を締める際にこの綱を用いる。また、この綱を３本かけ合わせ
て、イダフニ（板舟）のアンカーロープに利用したりした。牛の鼻綱にもこれを用いた。
例、フー可力ラジナブヌイバ［①uZkarad5inanuiba］（フーカラ綱を絢いなさいよ)。
フー可タイ［のuxtai］（名）桁材の一種。屋根の勾配を考えて、湾曲した大木を桁材に利用し
たもの。フクン［のVku9］（福木）やドゥス可ヌ［dusunu］（モクレン科、タイワンオガタ
マノキ）などがよく利用されていた。例、クヌ可マガ丁レーシゥカブバラーナアティ
テイフー可タイシーブヨー［kunuma9arexsfkabarama2atitiのuXtaiJixjoX］（こ
の曲った木は、つか柱に合わせてフータイにしなさいね)。
フーン［①uxD］（他動）①閉じる。しめる。戸をしめる。②「目を閉じる」には用いない。
可ミーッサウン［mixssauU］（目を閉じる）のようにいう。ホーヌ［homu］（しめない。
戸をしめない)。フイテイ［のuiti］（戸をしめて)、フイププサン［のui-plJsaO］（戸をしめ
たい)、ブータン［①uxta9］（戸をしめた)･例、アミ可ヌフイウチ可アミスーバプ
ヤドゥフイ［?aminu①ｕｉ？utJiamisuxbajaduのui］（雨が降って、うちこむので、
戸をしめなさい)。
フクイ［①Vkui］（名）ほこり（挨)。細かな塵。砂塵。肉眼で見えないような塵俟。フクイ
可カブン［のVkuikabu9］（ほこりをかぶる）例、プアミーンホー可ムテイカラフキ
スンダ丁フクイヌ可トゥピ可キー丁ミーアキララヌ－１［?amimhoxmutikara①へ
ukisunda①VkuinutubikiXmix？akiraranu］（雨も降らないで、から吹きするので、
ほこりが飛んできて、目を開けることができない)。
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フクジ［①pkud3i］（名）塵、ごみ。主として木の葉などの塵をいう。島では枯れ葉などの
フクジを集めて堆肥にし、畑に入れた。例，タイフー可ヌフク可ターミナカブヌキー
ヌ可パームールアイ可ウティティフク可ジ可ナリベ司一［taiのumuのVkutax
minakanukiXnupaXmuxru？aiutitiのVkud5inaribe:］（台風が吹いたので、庭の木
の葉がみんな落ちて塵になっている）
フスマ［①Vsuma］（名）襖。フスマ可ヌ・サン［のVsumanu-saU］（襖の桟。木の骨組み）に
新聞紙を張り、その上に障子紙を張って仕上げていた。フスマヌブ・サン（襖の桟）に対
して、障子の場合は、ソージヌ可・プニ［soXd5inu-puni］（障子の骨）ともソージヌプサン
[so:d5inu-sa9］ともいっていた｡例,フスマヌ可ヤレーントンカビヨシクーヨシ［①
Vsumanujaremto9kabiJikuxJi］（襖の破れたところを紙で補修しなさい)。
プスマニビ［pVsumanibi］（名）昼寝。「昼間寝」の義。夏の盛りの、マープスマ
［maxpVsuma］（真昼間）には、暑くて畑仕事が不可能であるから、老人たちの中には、
ヨーコイ［joxkoi］（｢夕陰」の義か。午後３時頃）になるまで、風通しのよい木の下や家
の縁側などで、よく昼寝をする人がいた。例，可ドゥクプスマニビスー可カークン
キブラーリシース［dukupVsumanibisuXkaxkuDkiburaxriJizsu］（あんまり昼寝を
するとふらふらするよ）
ブタ［①Vta］（名）蓋。ナビ可ヌフタ［nabinu-の9ta］（鍋の蓋)、カミマヌフタ［kaminu-の
Vta］（甕の蓋)、パクヌフタ［p9kunuのVta］（箱の蓋）等がある。コウン［2u9］（いも）を
ふかす際に、いもの上に芭蕉の葉などを覆いかぶせて、その上から本蓋を被せるが、その
本蓋の下に置くものを、ナカ可ブタ［naka①Vta］（中蓋）という。例，ウンブマーナカ可
フタイルバルネーシヤッ可サ［2ummaxnaka①Vta2irubarunezJijassa］（いもは中
蓋を入れた方が煮やすい）
プチ可マルン［①VtJimaruO］（動、自）煉る。燃料が湿って、燃えないで煙がふき出る。煙
だけがもうもうと出る。フチマラ可ヌ［①VtJimaranu］（煉らない)、フチママリティ［の
VtJimariti］（煉って)、プチ丁マルカー［①VtJimarakax］（懐ると)。例，クヌゴタム可ノー
イコーラモーサバン丁プチ可マリテイムイラヌ丁［kunutamunoX2ikoxramo:saban
①VtJimaritimuiranu］（この薪はいくら燃しても煉って燃えない）
フトウミカザ［のVtumikadza］（名）部屋の中が湿気と高温のために放つ臭気。畳などが古
Ｉまくなり、湿気を含むようになって、夏場'二なるとフトゥミカザを放つようになる。「火と
めき香」の音韻変化した形か。例、ヅフ丁ヤーブナリテイヤドゥ可フジシーブシケー
ティアミ丁ヌフー丁ターフトゥミカザシース［ffuja：naritijaduのud5iJi：
Jlkexti2aminuのuZtaのVtumikadzaJixsu（古い家になって、戸をしめきってあるの
で、雨が降るとフトゥミカザがする）
フミダイ［①umidai］（名）「踏み台」の義。高い所にあるものを取る際に、台の上に立って
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取ったり、作業をしたりするが、その場合の足場となる台をいう。足継ぎ。共通語からの
借用語。例，タキ可ヌピコー可ンダーフミダイ可ナーヌーリブタティバ［t§kinu
pjkoXnda①umidainaXnu:ｒｉｔ§tiba］（身長が低いので、踏み台に登って立ちなさいよ）
フヤ［のuja］（名）「火屋）の義。ランプの火をおおうガラス製の円筒。火を覆う部分が最
も大きく、煤のつく部分は最も細くなっている。瓢箪型をしたガラス製の円筒。子供たち
は、小さな手を入れて塵紙などで煤を拭いた。例、可ランプヌフヤヌブピサプビッス
リプウタ可シ［rampunu①ujanuplsabissuri？utaJi］（ランプの火屋の煤を拭いて
落としなさい）
フルマイー可ル［のurumaiXru］（名）「車錐」の義か。錐の柄の下に重り（錘）をつけ、錐の
柄の中に横棒を貫き通し、その両端から縄を錐の柄の先端部に通して結え、縄を巻いて下
へ押すと錐が回転する仕掛けとなっているもの。錘が惰力をつける役割を果たす。例、フ
ルマイー可ルシピッ丁クカーテイー可ユンブガラ丁ヌ［①urumaixruJipikkuka：
tixjumbu9aranu］（車錐で穴をあけると、手を疲れない）
ブン［buU］（動）居る。～ている。ブラーヌ［buraxnu］（居ない)、ブリテイ［buriti］（居
て)、ブー可カー［buXkax］（いたら）ペー可カー［beXkaX］（いたら)、例、クヌヨヤーナ
タールブー可カヤー、アーイ７ターン可ブラーヌ可［kunujamataXrubuXkaja:、
２axitaxmburaxnu］（この家に誰がいるのかねえ。いや、誰もいないよ)。トーキョープ
ナドゥシヌブン［toxkjomaduJinubuO］（東京に友人がいる）
フン［①u､］（名）釘。「釘」の総称。カニフン［kani①uU］（金釘、鉄釘)、タキフン［t9面
①uU］（竹釘)、キーコフン［ki:のu､］（木釘）などがある。「釘久峻、鉄枚也」（『和名
キリクギきくざ
抄』)。「鐇岐利久岐、無し蓋釘也。栓岐久岐、木釘也」（『和名抄』）とある。仮Ｉ、ヤ
ドゥ可ヌパガ可リナーンプバフンカイ可キウタンプノーレー［jadunupa9ari
naxmba①u9kaikiX2utannoXreX］（戸が剥がれてしまったので釘を買ってきて打たない
か。＜打ってくれ＞）
フン可ドウー［①undux］（名）木釘の一種。杉板でサバニを作る際、板と板の接合部分をタ
キフン（竹釘）を打ちこんで接ぎ合わせ、竹釘を補強するために嵌めこむしｄ型の釘。幅
カスガイ
約3.5センチ、長さ約６センチ、厚さ約1.5センチのイヌ槇で作った釘。一種の鑓の機能
を果たす釘。例、タキフンマーヨーブタンテインフンプドゥーイルプカー丁イダフ
ネーウーカ可ヌ［t9ki①ummaxjoXtantinのunduX2irukaX？idaのuneX2uZkanu］（竹
釘は弱くても、フンドゥーを入れると、イダフニ＜板舟＞は動かない。＜びくともしな
い＞）
フンナー丁マ［①unna:ma］（名）「小釘」の義。［naXma］の美称の指小辞（diminutive)。語
尾が擬音［､］で終る場合は、［､］を重ねて［pan］（足）→［pannaxma］（小さな足)、語
尾が母音［i］で終る場合は、［①uni］（舟）→［①une:ma］（小舟)、語尾が母音［u］で
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終る語は、［p9ku］（箱）→［p§koma］（小箱)、語尾が母音［a］で終る語は、［Jima］
（島）→［JimaXma］（小島）のように形態変化を示す。
ベーラプ・プチ［pexra-のVtJi］（名）「入り口」の義。門のこと。門は、門前の路面より２－
３段上げて作られていた。最低一段は上げて作ることになっていた。門の両側の石積は、
大きな石を削って形を整えたものを使っていた。葬列が門前を通過する場合は、竹竿をＸ
型に交叉させて立て、悪霊の侵入を防ぐ習慣が終戦後まであった。また旧盆（ソーラン
［so:raU]）には、１３日の夕方になると、柤霊を迎えるために、門の内側に藁束に襖を入
れて煙をたてる習俗があり、島では今も行なわれている。最近では線香を立てる家もある
ようである。柤霊は、この煙に乗って下りて来られると信じられている。例、ウキナー
可・プソーペーラフチプバ可ゾーテイアゾールプヌベ－丁シマ・プソーペーラフチ可
ヌ可フカンタバプゾーテイアゾー可ル［2ukinaX-pVsoXpexra-のVtJibadzoxti
２adzoxrunubexJima-pusoxpexraのVtJinu①Vkantabadzoxti2adzoxru］（沖縄の人は門
をゾーといわれるが、我が鳥人は、門の外側（道路）を、ゾーというのだ)。
ペーリ１.プチ［pexriOVtJi］（名）「入り方、入った時」の義。熟睡して、他人が家の中に
入ったことを知らない場合にいう。「プチ」［のlJtJi］は、「口、やり方、方法」などを表
す。例、ニビシキテイ可イチヌマドゥﾌﾟルムドゥ司りクーリユーウリヌペーリ
丁・プチシサン丁ツォー［nibiJlkiti？itJinumadurumudurikuXtaju：２urinu
pexri①VtJissantsox］（眠りこけて、いつの間に戻って来たのかあれ（彼）の入り方
を知らないそうだ）
ボー可キ［poxki］（名）箒。タキポーキ［t9kiponki］（竹箒)、バラフ可タポーキ［bara①Vta-
poXki］（藁箒)、フー可カラポーキ［のuxkarapoxki］（シュロ箒）などがある。竹箒は庭を
掃くもの、バラフリポーキは藁の芯で作った室内用の箒である。直径１センチほどに束
ねた藁の芯を扇形に編みあげてつくり、片手に持って、屈みながら掃く。上座の箒と下座
の箒を別々に作って利用した。タキポーキは西表島の北岸の田地の近くの山からポープキ
ダキ［poxkidaki］（箒竹）を伐ってきて、六七本束ねて作ったものが最も簡単なもの。筆
状の形をしており、子供にも手軽に作れた。後に石垣から輸入された新式の箒は、３０セン
チほどの竹の枝を平たく結えて、それに約１メートルほどの柄をつけたものであった。ナ
カ丁ザポーキ［nakadzapoxki］は、台所の土間を掃くために作った、ソテツの葉を四五枚
合わせて結えた箒。
ボー丁クン［po:kuD］（動）掃く。ポーカブヌルo:kanu］（掃かない)、ボー丁キティ［po:klti］
（掃いて)、ポーキ可プサン［po:kipVsa9］（掃きたい)、ポーリカー［poxkVka:］（掃いた
ら)。例、シトゥム可テーミナマカポ－１キテイガッ可．－丁パリ［Jltumutex
minakapoxkJti9akkoxpari］（朝は庭を掃いてから、学校へ行きなさい)。朝、昼は外
側へ向けて掃くが、夜は先ず３回内側に掃いてから室外へ掃き出す習`慣がある。
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ン_ナヤシキ［2nma-jaJlki］（名）空き屋敷。人の住むんでいない屋敷。人家のない屋敷。
ン_ナ・カク［7nma-k9ku］（空き屋敷）ともいう。例、マルケーテイーブナシマ丁ナー
ギーミッタ可ヌン_ナヤシキヌゴー可ラー可ナリテイサポーリブタ丁
［marukextinasimana：giXmittanu？､majaJlkinu9oxraxnaritisaboXributa］（久々に、
島に行ってみたが、空き屋敷が増えて、さびれていたよ）
ローマスク［roxsVku］（名）蝋燭。綿のより糸を芯にして、蝋を直径約２センチの円柱状に
固めたもの。普通はほとんど用いなかった。お盆のときには仏壇に提灯をさげ、それに蝋
燭をともして祖霊を迎え、もてなした。例、ロー丁スコーチヨ－７チンナイリティ可
トゥクニ可ナサイうり［roxsVkoxtJoxtJinnax2irititVkuninasairi］（蝋燭は提灯に入れ
て、仏壇につるしなさい）
ルクサク可・ボー［rukusaku-box］「六尺棒」の義。西村の棒踊名称。西村の棒踊りの代表的
なもので、六尺の棒を持った一組の勇壮な男たちによって演ぜられる゜例、インヌムラヌ
可ルクサクボー７ヤガマ可クイリテイ可ウトゥンダーイッケン可ウムッー'サン
［?innumuranurukusaku-boxja9amaku2iriti？utunda：２ikken？umussa9］（西村の
六尺棒は、ガマクを入れて打つので、非常におもしろい）
リョーバーヌキル［rjo:baXnukiru］（名）「両歯鋸」の義か。サイクヌキ丁ル（細工用の鋸）
の-種・鋸の両方に歯のついたもので、一方がヨコビキ［jokobiki]、他方がタテビマキ
［tatebiki］（縦ぴき）となっている。タテビキは木材の木目にそって鋸をひくもの。ヨコ
ギキは輪切にするように鋸を使うこと。例、リョーバー・ヌキルプシ丁イツァー可キシ
テイシゥカウタ［rjo:bamukiruJi2itsaxklJitisilkauta］（両歯鋸で板を切って使っ
た)。
ランプ［rampu］（名）「ランプ」のこと。「lamp（洋灯)」の転・人によっては、ダンプ
［dampu」ということもある。ゴブ可ランプ［goburampu］（五分ランプ)、ハチブ可ランプ
［h9tJiburampu］（八分ランプ）等がある。灯心の大きさを示すもので、それが明度を示
すこともある。例、ゴブ可ランポーッファ－１ヌハチブ丁ランプシキプリ［gobu
rampoxffamuhatJiburampuJlkiri］（五分ランプは暗いから、八分ランプをつけなき
い）
ユチル［jutJiru］（名）えつり（桟)。屋敷の垂木の上に、ユチルダキ［jutJirudaki］（えつ
－
り竹）を並べて、グー可ジ［ku:d5i］（とう蔓もどき）の皮で編みあげたもの。竹を根と末
の部分を交互にヤラザイ［jaradzai］（交差させ）つつ編みあげる。瓦葺きの場合は、竹と
竹の間隔が１ミリ程度になるよう、密に編み、茅葺きの場合は、１センチ程度の間隔をあ
けてユチルを編む。屋根葺きの下地としたもの。瓦葺きの場合は、その上に士を水で提ね
えつりえつり
て乗せ、その上に瓦を並べて固定して葺いていく。「取置蘆誓く哀都禾U＞者、此家長御心
之平地」（顕宗前紀)。「枌壼乃表豈莉」（『新撰字鏡享和本』)、「桟瓦乃衣都利～」（『和名えつり
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抄』）とある。例、ユチルフミシン力司ヌタラーンバテー可ナイシーッフィーリ
［jutJiru①umJiDkanutaraXmbatexnaiJixffi:ri］（えつりを編む人手が足りないので、
手伝ってくれ)。「アーパーレー」には、「や_たましだりゆちるばし－や－ぱすく
りあんでいす_」（ああ、玉簾をえつりにして、家を造ってあるという）と歌われてい
る。「玉簾」は、「玉のような立派な簾」の意。この場合、茅葺きの家を造ることを前提と
しているので、ユチルを粗く編んだものをさすと考えられる。
ユコー［jukox］（名）裏座の総称。イチバン・ウラ可ザ［?itJiban-uradza］（－番裏座)、
バン・ウラ可ザ［niXban-uradza］（二番裏座）を総称していうことば。－番裏座は、青年期
に達した息子たちが利用したり、年頃の娘たちが利用した。二番裏座は物置きに利用され
たり、可シラ［Jira］（産室）に利用されたりした。例、ユコー可ナーノーンコーレカ
ザミシケー［jukomaZnoX9koxre：kadzamiJlkex］（裏座にいろんなものを隠してあ
る)。
ユクンツア可メー［jukuntsame:］（名）床下。「床下・目」の義か。「-メー」は「～の中、間、
奥まった空間」の意。普通は「-ミー」［miX］（～の中）という。床下には竿や權、銘な
どを収納しておくことが多い。例、ユクンツァ可メーナ可サウラ可ヤク丁ユクンカナ
パイン可ドーレフジナキブシケー［jukuntsamexnasaurajakujukuOkanapaindoxre
①ud5inakiJlke:］（床下に竿から權、銘、鍬などをおしこんでおいてある）
－
ユカム可チ［jukamutJi］（名）「床持ち」の義か。床板を張る際に、それを支える梁の一種。
イツァフンブツア［?itsa①untsa］（板床）は、このユカムコチに可サン［sa9］（桟）をわ
たして釘を打つ。タキフンツァ［t9kiのuntsa］（竹床）の場合は、ユカムチにわたした可
サン［sa9］（桟）に竹をかけて編み、床竹がユカムチからあくれぬよう、ヌシ可トゥル
［nuJ1turu］（ユカムチの下から掛けた竹）を入れて、締めつけながら編みあげていく。
ユーワル［ju:①uru］（名）風呂。鳩間島では風呂のある家は二、三軒しかなかった。普通
は海に入って、可オンダー［2ondax］（海水浴）をして体の汚れを落し、井戸水をかぶって
海水を洗い流すことで入浴にかえていた。例、パトゥー'マナテーユープフルティスモー
ペープリミラン可セン［p9tumanateXju:①urutisumoxpe:rimiranse9］（鳩間では、
風呂というのは入ってみなかった）
ブヤルン［jaruU］（動）破る。衣類や紙類のように、うすいものを破る意。ヤラ可ヌ
［jaranu］（破らない），プヤリテイ［jariti］（破って)、丁ヤルカー［jarukax］（破ると)・例、
可アイニピキスク可カーヤリ可スンダピキスクナ［?ainiplkisVkukaXjarisunda
plkisukuna］（あんなに引っぱると破れるから、引っぱるな）
ヤマヌキ可ル［jamanukiru］（名）山鋸。伐採用鋸。幅約10センチ、長さ約60センチの鋸。山
中での伐採作業に便利な、小型の鋸で、よく切れるものを持参した。山に入る前にヤシ丁
ル［jaJiru］（鑪）で鋸の歯をたて、板で作ったケースに入れて持参した。例、ヤマヌキ可
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ローヤマ司一ペー可ル丁マイナーヤシ可ルシパータティ可シダ［jamanukiroX
jamaxpexrumainaxjaJiruJipaxt9tiJita］（山鋸は山へ入る前に鱸で歯をたてた）
ヤブ丁ルン［jaburuU］（動）①破る。紙や布を裂く。②機械をこわす。器機類の機能をこわ
す。③人間の気持、性質等を異常にする。ヤブラヌ［jaburanu］（破らない)、ヤブリティ
［jaburiti］（破って)、ヤブリン可ギサン［jaburiU9isaD］（破りそう)、ヤブ-1ルカー
［jaburukaX］（破ったら)。例、キカイ可ヤヤブ司りティウーカヨヌ［klkaijajaburiti
？uxkanu］（機械はこわれて動かない）
ヤシ可キ［jaJlki］（名）屋敷。ウブ・ヤシ可キ［2ubu-jaJlki］（大きな屋敷)、ヤシケーヨマ
［jaJlkexma］（小さな屋敷)、丁サンカク・ヤシキ［saOkakujaJlki］（三角屋敷、このヤシ
キはフン丁シ（風水）がよくないといわれている)、ヤーヤシ可キ［jaxjaJ9ki］（家屋敷、財
産）などの語がある。例、ヤーヤシ可キーンアラコシマイフナー可ドー［ja:．
jaJ1kim7araJimai①unaxdo:］（家屋敷も持つことができて、立派な男だ）
ヤキバイ［jakibai］（名）ススキの原野を焼きはらって枯らしたススキ。これを刈りとって
燃料とした。ススキの原野は焼きはらっても、後から新芽が出てくる。焼畑開墾をする際
は、先ずススキの原野を焼きはらい、ユシ可キムトゥ［jaJlkimutu］（すすきの根っこ）を
コーシティ［koxJlti］（掘りおこして)、畑を耕した。例、ヤキバイブスリキーモーシ可
［jakibaisurikixmoxJi］（ヤキバイを刈りてきて燃しなさい)。
ヤー可マ［jaxma］（名）小屋。‐マ［-ma］は美称辞。ウシヌヤー丁マ［?uJinujama］（牛
小屋)、ピビザンヤー丁マ［pibidzaJ1jaxma］（山羊小屋)、トゥルンヤー可マ［turuJl
j節ma］（鶏舎）などがある。
例、ヤー可ヌ可シンタナーピビザンヤー可マスク可リテイピビザー］シゥカナウリ
［jaxnuJintanaxpibidzaJljaxmasVkuritipibidzasikanauta］（母屋の後に山羊小屋
を作って山羊を飼った）
ヤーフキ可・ブス［jaX①VkipVsu］（名）「家葺き人」の義。屋根葺き職人。屋根葺き担当の
人の意。島の大人（男）は誰でも屋根を葺くことはできるが、新築の際は部落民総出で
当った。いわゆる丁バコー［bakox］（共同作業）であったから、若い力のある青壮年の人
たちが進んでその任に当たった。長老たちは地上から作業を眺めては細かな助言を与えつ
つ進行させた。茅を屋根まで投げ上げるのも若い人の仕事であった。
ヤーバカブリ［ja:bakari］（名）「家分かれ」の義。本家から二男・三男などが分家すること。
例、ジナンマー可ニービキスー丁カーイチンバー丁キンヤー丁ナシキララ丁ンダー
ヤーバカ丁リシミスブヨー［d5inamma：nixbikisu:ka： ？itJimbazkiJljama
Jjkirarandazja:bakariJimisujoX］（二男は結婚したら、いつまでも家におけないから、
分家させるよ）
ヤー可ヌ・ピサ［jamupJsa］（名）「家の平」の義。屋根のこと。ユーピサ・ヤー［ju:pｌｓａ
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jax］（｢四平家」の義、寄せ棟の家)、フタピサヤー［のVtaplsa-jax］（｢二平家」の義。切
一
妻屋根）などがある。マンタヌ・ピサ［mantanuplsa］（前の平)、シンタヌ・ピサ
[Jintanu-pjsa］（後の平)、アンタヌピサ［2antanu-plsa］（東の平)、インタヌ・ピサ
［2intanupjsa］（西の平）などがある。
例、可イノーカジヌプフキティヤー可ヌマンタピサヌカー可ラウコー可シトゥバシ
７.パリナー可ヌ［2inoXkad5inuのVkitijaXnumanta-plsanuka:ra2uko:JitubaJi‐
ｐａｒｉｎａ:､u］（竜巻が吹いて、家の前平の瓦をおこして飛ばしていってしまった)。
ヤー可ヌ・カク［jaxnu-k9ku］（名）「家の囲い」の義。屋敷のこと。ン_ナ・カク［７，ma‐
ムナ
k9ku］（名）は「空家敷」の義。人の住まない家敷のこと。ンナヤシキ［７nmajaJ1ki］
（空家敷）ともいう。シンタ・カク［Jinta-k9ku］（後の家敷)、マンタ・カク［manta
k§ku］（前の家敷）のようにいう。例、ヤー可ヌ・カク可ナーヤラフー]イビルモー可ア
ラヌ［jaxnu-k9kunaXjarabu7ibirumoX9aranu］（家敷内にヤラブの木を植えるもので
はない)。
ヤー可ヌ・カキ［jaXnu-k9ki］（連語）家の垣根。分家筋で、新しく家を構えた人などが屋敷
の囲いとして竹垣や木の柵を作ったもの。板垣で囲う人もいたが、古い家はすべて石垣で
囲ってあった。例、ヤー可ヌ・カキ可イツァシスク可リシケーメ［ｊａｘｎｕ
ｋ９ｋｉ？itsaJisVkuri-Jlkexme］（屋敷の垣根を板で作ってあるよ。もう）。
ヤーザイリ［jaxdzaiku］（名）「家大工」の義。「細工」の転訓したもの。家を造る大工のこ
と。例、丁アブジェーヤーザイリシーオーッリ可ケンヌサイクダングー'ヌマ
ナー可キアン［2abud5ezjaXdzaikuJiXoxttakennusaiku-daO9unumanaxki2a9］
（おじいさんが家大工をしておられた時の大工道具が今まである）
ヤーウツ司り［jaXutsuri］（名）家移り。引越。
例、ミーヤーンスクプローレーンティシティテー丁イチノレヤーウツ司りソール可ワ
［miX-jaXnsukuroxremtiJJtite：？itJirujaxutsurisoxruwa］（新しい家も造られたとい
うのに、して、いつ引越しなさいますか)。
プヤー［jax］（名）家。カーうう・ヤー［kaxrajax］（｢瓦家」の義、瓦葺きの家)、コガヤ・
ヤー［gaja-jax］（｢茅家」の義、茅葺きの家)、ヌキ・ヤー［nuki-jaX］（｢貫き家」の義、柱
や桁材、梁などに柚や衲穴を作って連結し、模を打ち込んで固める工法で作った家)。ア
ナ可プリヤー［2anapuri-ja:］（｢穴掘り家」の義。掘建て小邑)、ヤー可マ［ja:ma］（小屋)、
キー・可ヤー［ki:-jaz］（木材乾燥用の小屋)、アラ・ヤー［2ara-jaX］（新築した家。「新家」
の義)、ツフプ・ヤー［ffu-ja:］（｢古家」の義、建築して長い年月のたった家)。ヒラヤー
［cira-jaX］（｢平家」の義。二階建てに対する－階建ての家のこと)。ヤー可・キナイ［ja:．
kinai］は「家庭」の意。
例、ワー可メーヤー可ユンスクマリイッケナ丁マイフナーｎＦ－［ｗａ：ｍｅ：ｊａ:‐
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junsVkuri？ikkenamaiのuna：ｄｏx］（貴方は、もう家も新築して、大変立派な男だ、
働き者だよ）
モミパク［momipaku］（名）籾箱。もみを入れる大きな箱。幅約３尺に長さ約６尺、高さ約
５尺ほどの木製の箱で、普通は裏座に置いていた。いったん脱穀した籾を一日ほど夏の太
陽に干して、籾箱に移して保管した。これから必要に応じて籾擢りをし、搗き臼で精米し
た。例、丁キュー可プセーモメー可モミパク可ナーイリー'（［kjuxpVseXmome：
momipakuna？iriba］（今日干した籾は、籾箱に入れなさいよ）
モースン［moxsuD］（動・他）燃やす。モーサヌ［moxsanu］（燃やさない)、モーシティ
［moKJ9ti］（燃やして)、モーシ可プサン［moxJipVsaO］（燃やしたい)、モーシン丁ギサン
［moXJiO9isaO］（燃やしそうだ)。
例、可ウナーポッツァーリベ司一カビンプキシアツア可ミティモーシ可（［?unaX
pottsaxri-bexkabi9kiJi2atsamitimoXJiba］（そこに散らかっている紙きれを集めて燃や
しなきいよ）
メー丁ヌ・ウチ［memu-utJi］（名）「メー」は、一定の区域。一定の広さのある地区。転じて、
「屋敷」の意となる。敷地。空き地の意。古謡語。「しるうちいめ－うちや_ばす
くりあんていす、以下略」のように用いられる「アーパーレ」（新室寿歌）参照。「メー
ヌ・ウチ」で「屋敷の内｣、「敷地の内｣、「一定の空き地の内」の意となる。
マムヤーバラー［mujaxbarax］（名）「母屋柱」の義。ハギバラー［ha9ibaraX］（脛柱）の内側
に立つ柱。この柱は、ヌキヤー［nuki-jax］（貫き家）の柱に対して言う。アナー'プリヤー
［2anapuri-jax］（穴掘り家。掘建て小屋）の柱には言わない。普通は、フクンキー［①
VkuUkix］（福木）を四寸角、五寸角の角材にして用いた。例、ヤマブーペ－７ルアーシ
丁ムヤーバラープスムトゥ可ナーンザ丁シクーリ［jamaXpeXru2axJimujaxbara：
pVsumutunax2ndzaJikuxta］（山に入るたびに母屋柱を一本ずつ出してきた）
ムニアギ［munia9i］（名）「棟上げ」の義。吉日を選んで棟上げをする。可ムヤーバラー（母
屋柱）を立て、ナカ可バラー（大黒柱）を立てて、プキタ［kita］（桁材）をかけ、棟木を
上げる。ンニギー［2nni9i:］（棟上）には「天宮賜福柴微鑿駕」と墨書し、ピル［Piru］
（にんにくの種子）と塩を包んでそれに吊す。棟上げ式は、潮の満ち時に合わせて行なう。
よすみ
四角のうムヤーバラーの上|こは紅白の餅を供え、ナカ丁バラーの上にも紅白の餅を供えて祈
願する。祈願が終ると、家主と大工の棟梁が、屋根の上から餅まきをする。子供たちや村
人たちは、その餅を拾うためにたくさん集まって来る。例、バン可テヌウフ句ヤームニ
アギソーッコタバスイッ丁トゥムチポーロツー可タンダー可［bantenu2ubuja：
munia9iso:ttabasu2ittumutJiporo:ttandaz］（私の家の母屋の棟上をされたとき、
－斗の餅を撒かれたよ）
ムチアー可スン［mutJiaKsuD］（動）漆喰をつく。ムチアーサー'ヌ［mutJia:sanu］（漆喰を搗か
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ない)、ムチアープシティ［mutJiaJlti］（漆喰を搗いて)、ムチアーシ可ブス［mutJia:Ji．
pVsu］（漆喰をつく人)、ムチアー丁スピン［mutJiaxsupiO］（漆喰をつくとき)、ムチアー可
スカー［mutJi-axs9ka:］（漆喰をつくと)、ムチアーリ［mutJia:Ji］（漆喰をつけ)、ムチ
アー可セー［mutJiaxse:］（漆喰つきは)。
ムチアーリ［mutJiaxJi］（名）「もち合わせ」の義か。漆喰を搗いて提ねること。ムチシッ可
キ［mutJiJikki］（漆喰つき）ともいう。
例、ムチアーシ丁ヌアタローバンリンナリ丁スヨームチツファーシル可ナラン丁
ダル［mutJia:Jinu？ataroxbantannarisujoxmutJiffaxJirunarantaru］（漆喰搗きぐら
いは僕らも出来るよ。漆喰塗りが出来ないんであって）
ムチ［mutJi］（名）漆喰。「もち（餅)」の義。粘着力があるところから、ムチと名づけられ
たのであろう。海中の枝珊瑚を採取して焼き、これを粉末にし、藁などを切って加え、水
で握れあわせたもの。粉末状のものを、ウールパイ［?uxrupai］（石灰）という。ムチ
ヌーリ・ブス［mutJinuXripVsu］（左官屋）は、特にいなかったが、島人は各自で自家の
左官の仕事もこなしていた。鳩間島で左官を専業としたのは小浜真栄氏、鳩間昇氏らが最
初であろう。例、カー丁ラシ可ヤーフクタンテイン可ムチ可ツファーサン可カー夕
イブフーナーカ－７ラパガリ可スツオー［kaXraJijaX⑭kutantimmutJiffaXsa9kaxtai
①uma：kaxrapa9arisu］（瓦で家を葺いても漆喰を喰わきないとく塗らないと＞、台風
で瓦は剥ぎとられるよ）
ムサ［musa］（名）荒波。台風が接近して風が強くなると、波頭がたち、白波がたつように
なる。漁師は波頭に白波がたつようになると出漁しない。ムサ可ウク可ルン［ｍｕｓａ
２ukuruU］（ムサがおこる、白波がたつ)、ムサズープワン［musadzuxwa9］（ムサが強
い）などという。例、キュー丁ヤムサヌ可ウク丁リテイイガメー可ンジララブヌ
［kju:jamusanu？ukuriti？i9amex？､d3iraranu］（今日はムサがおこっていてイカ漁
には出られない)。
ムイルン［muiruU］（動、自）燃える。ムイラヌ［muiranu］（燃えない)、ムイテイ［muiti］
（燃えて)、ムインプギサン［muiO9isaO］（燃えそうだ)、ムイル可カー［muirukaX］（燃え
たら)、ムー可カー［ｍｕ:kax］（燃えたら）ともいう。例、キー丁ヌムイルン［kixnu
muiruU］（木が燃える)、ゾッフイタイムノーピップチンムイラヌ［dzoffitamunox
pittJimmuiranu］（濡れた薪はちっとも燃えない）
ミルクヌ・オンプギ［mirukunu-o99i］（名）「弥勤神の扇」の義・豊年祭や結願祭のゾーラキ
［dzo:raki］（踊り、余興）の中で踊られる「弥勤踊り」の弥勤神が持つ扇。軍配団扇の形
に似る。例、インヌムラヌ可ミルコー可ミルクヌ・オンギ可（可ムテーティブドゥル
ソ-丁ル［?innumuranumiruko：mirukunu？oD9ibamutextibudurusoXru］（西村の
ミルク神はミルク扇を持って踊りをされる）
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ミナプカ［minaka］（名）庭。母屋の前の空間。穀物を干したり、仕事をしたりする所。稲
の脱穀や米搗きをしたり、イガ［?i9a］（烏賊）をシダ可ル［Jidaru］（ススキで編んだすだ
れ）の上に置いて干すのに利用した。イー可シ［2i:Ji］（つのまた）なども庭で干して乾燥
させた。アンタヌ・ミナブカ［2antanuIninaka］（家の東側の庭)、マンタ・ミナ司力
［manta-minaka］（家の前の庭）などというが、後や西側にはあまり言わない。家の後方
は、普通は菜園に利用され、西側には鶏舎や畜舎が建てられたので、庭としての空間がと
れなかったからであろう。例、カジフキプナーキーヌパー可ヌ可ウテイテイミナブカ
シラー丁シシケーバミナ丁カポー丁キ［kad5i卯kinaki:nupaXnu2utitiminaka
JiraxJiJlke:baminakapoxki］（｢風吹きく台風＞で木の葉が落ちて庭を散らかしてある
ので、庭をはきなさい）
ミチェーコマ［mitJe:ma］（名）路地。狭い通路。グマ・ミチェー可マ［gumamitJema］（｢小
ひと
さい.｣､道」の義。人一人通ることができるような小路。畑の畔道など）はミチェーブマ
より小さい路をさす。例、ウブプマイ・ミチェーラパタキ丁ヌ可アザダーチヤラー
バー可キミチェーマヨヌトゥー可リブン［?ubumaimitJe:rap9takinu7adzada:tJi
jaraXbaXkimitJexmanutuXrｉｂｕ９］（大前道から畑の畔にそって屋良まで小路が通ってい
る）
ミズ可ヤ［midzuja］（名）「水屋」の義。茶器や食器類を入れて置くもの。台所のある三番座
の一角に置かれる。型には大小さまざまあるが、普通は奥行約45センチ、幅約80センチ、
高さ約120センチ程度のものがよく利用されていた。例、ミズヤプンナカ可ナーッフー'サ
タイリ可シケーバンザ可シミ-丁［midzujannakanax ffus9ta ？iriJlkexba
２ndzaJimiz］（水屋の中に黒砂糖を入れてあるので、出してごらん)。借用語。
ミジンブダナ［mid5indana］（名）「水棚」の義。台所の流しのこと。食器類を洗って水切り
のために伏せておく所。炊事場の近くに、約１メートルの高さに、幅約60センチ、長さ約
８０センチの長方形の棚をかけ、贄をかけたもの。例、ミジン丁ダナナマカ丁ルアラシ
ティティ丁ウスンフカシ可シキ丁リバ［mid5indananamakaru2araJltiti？usun①
VkaJiJjkiriba］（流しに、お碗を洗って伏せておきなさいよ）
ミジクブ可サー［mid5ikubusax］（名）素焼きの鉢。直径約30センチ、深さ約15センチほどの
女`性用小水入れ。女`性は、夜間の小用は、土間に置いてあるミジクブサーでたして、翌朝
便所に流した。戦後は若い女性は使わなくなり、病人が使用するようになった。例、バ
カー可モーバカヤプティシー可ミジクブマサーナーシバ可ルサンセン［bakamo：
bakajatiJixmid5ikubusaxnaxJibarusanseU］（若い人は、恥かしいといってミジクブ
サーでは小用をたさなかった）
ミーガー可ラ［miZ9axra］（名）雌瓦。屋根のえつり（桟）に粘土を乗せ、その上にミーガー
ラを二枚ずつ重ねて敷き固定する。その瓦のこと。雌瓦は台形をなし、ゆるく湾曲してい
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ろ。軒のカーラシキの上から葺き始め、棟の方へと葺きあげていく。雌瓦と雌瓦の接合部
分に粘土を盛り雄瓦を被せて葺く。接ぎ目には、ムチ［mutJi］（漆喰）を塗って固定し、
赤瓦と白色の漆喰のコントラストを示す屋根に葺きあげる。例、ミーガー丁ラーニンマ
イ可ナーアー可シテイッサンタ可ナーシキテイ可フク［ｍｉ:gaxraxnimmainaX2axJlti
ssantanaxJlkitiのVku］（雌瓦は、二枚ずつ合わせて、下に敷いて葺く）
マルカナ［marukana］（名）丸鉋。曲面を削るために用いる鉋。ウー可キ［2uXki］（桶）やミ
ジタン丁グ［mid5itaU9u］（水担桶）の板の曲面を削ったり、舟（プイダフニPidaのuni］
（板舟)）の底面を削ったりするのに用いる鉋。例、マルカナ可シウーキ可ヌ可スバキ
ジ可（［marukanaJi？uXkinusubaJlkiba］（丸鉋で桶の側面を鉋かけしなさい)。
マツ-1ファ［maffa］（名）枕。枕の総称。キーマッブファ［kixmaffa］（木枕)、ヌーヌマッ
ファ［nuxnumaffa］（布枕)、パクマッファ［p9kumaffa］（箱枕）などがある。テイーマッ
可ファ［tixmaffa］（母親が子供を寝かす際に、母の腕を枕にして寝かすことをいう。「手
マクラ枕」の義)。「しきたへの麻久良さらずて」（『万』-809)、「枕ｆ｢久食､承し頭木也」（『和名
抄』)。makura→makkwa→maffaのように音頭変化を起こしたものであろう。
マキワラ［makiwara］（名）杉の皮の繊維を十分に乾燥させて、船の板の接合部分にきしこ
んで水もれを防ぐのに用いるもの。また、平釘を打つ際にも、平釘の頭部に巻きつけて打
ちこむのに用いる。例、マキワラバコヒラクギヌ可スフ句ルナマキテイ丁ウトゥカー
ムリラ可ヌ［makiwarabaCiraku9inusuburunamakiti？utukaxmuriranu］（マキワラ
を平釘の頭に巻いて打つともれない。水もれしない）
マイグス可ク［mai-9usVku］（名）「前の石垣」の義。家の前面（南側）の石垣。可シンタ．グ
スリ［Jinta-9usVku］（後の石垣)、インタグス可ク［2inta-9us1ku］（西側の石垣)。
アンダ゛グス可ク［2anta-9usVku］（東側の石垣）などがある。マイグスリは高く、頑丈
に積むのが一般であった。例、マイグスー,コータカータカ－７シシモーッブタ
［mai9usVkoxt9kaxt9kaxJiJimoxtta］（前方の石垣は高く積まれた）
マーリ可ザ［maxridza］（名）蔓止めのティブリ［tibuku］（手矛)。莞を固定するためカキ可
ナー［k9kinaX］（掛け縄）を掛けて引き締めるのに用いる。直径約３センチ、長き約３
メートル程のティブxクを棟の両側から斜めに突き刺してあるもの。例、カキナー可ヤ
マーリブザナブカキテイシミ司り［k9kinaXjamaXridzanak9kitiJimiri］（掛け縄は、
マーリザに掛けて締めなさい）
マーシ・ヤドウ［maxJi-jadu］（名）「回わし屋戸」の義。戸の片方の楼に蝶番をつけて、そ
れを戸口の柱に付けて、押したり、引いたりして開閉する戸。開き戸。ドア形式の戸。
例、マーシ・ヤドー可ドゥクグチ可ホーニアキフイスーー'カーヤブリ丁ス［ｍａ:Ji‐
jadoXduku9utJihomi？aki-のuisuxkajaburisu］（開き戸はく回わし屋戸＞、あんま
り、むてっぽうに開閉すると、破れてしまうよ）
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マーシヌキル［maXJinukiru］（名）「回わし鋸」の義か。桶の底や可イダフニ［2idaのuni］
（板舟、サバニ）の底の板を接合するために、幅の小さい鋸を入れてひきながら、接合部
分を密着させ、水もれをとめるようにするための鋸。例、タング可ヌスクヌプ可イ
ツァーマーシヌキル可シピキテイアー可シ［taO9unusVkunu2itsaXmaXJinukiruJi
plkiti2aXJi］（担桶の底の板は回わし鋸を入れて引きながら合わせなさい）
マーキ［maxki］（名）「真木」の義か。樹木の幹や枝を切って薪としたもの。木の薪。タム可
ヌ［tamunu］（薪）となる樹木のこと。西表島の北岸のタータバ丁ル（田地）の近くの山
から、田仕事の合間に木を伐り出して鳩間島へ運び、それを約40センチの長さに切って、
斧で割り、竈の上のタム丁ヌダナ［tamunudana］（薪棚）にあげて乾燥させ、燃料とした。
一時期、それを束にして石垣へ売り出したこともあったが、石油におされて続かなくなっ
た。
マー・ガヤー［max9ajaX］（名）「真茅」の義か。鍋蓋や、フイブバ［①uiba］（茅で編んだ穀
物入れ）などを編むのに用いる長い茅。約150センチ程の長さに成長する。この茅を根っ
この方から刈り取って二、三日陰干しにし、軟〈なった頃に、直径約１センチの太さに束
ねてて、マーニの皮やクージの皮で巻き締めながら鍋蓋やフィバを編みあげていく。
例、マーガヤー可スリクー［max9ajaXsurikuX］（真茅を刈り取って来なさい）
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